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主

人
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人
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田
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を

好

み
、詩

を
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、醫

は

其

の

志

に

非

ず
、藩

主

特

に

命

じ

て
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と

す
、竹

田
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以
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致
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流
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娯

み
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阪

の
間

に

往

來

し
、篠
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竹
、頼

山

陽

等

と

交
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、竹

田

常

に

本

邦

人

が

詩

餘

を

作
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な

る
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恨
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詞
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最
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。

　

此
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時
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作

者
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と

す

る

所

は
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詩

に

あ
り
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し

て

中

に

多

く
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話

を

載

せ
、人

を

し

て

卒

讀

し

易

き

を
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ま

し

む
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瓦
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史
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挽
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以
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爲

V
正
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、渠

廼
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宋
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テ
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爲
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乎
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.
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之

所
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、渠

以

爲
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、渠
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所
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爲
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決
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應
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ヵ
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ス
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壌

者
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蒡
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ノ
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ヤ

ぐ

ス
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テ

ダ
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獨

坐
、四

更

不

伊寐
、偶

録

二此

'序

隸

畢

忽

憶

、亭

胖

蝋

梅

今

朝

始

訴

働

　

　

リア

ハ

ス
ヤ

リア

ヤ
ト

ノ

　

一
花
或

致
二損

傷

否
南

豐

田
能

村

孝

憲

君

彝

甫
。

麟

題

竹

田

莊

詩

話

首

三
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田
莊

詩

話

南

豐

三

我

主

人

著

謝
～

西

肥

詩

入

米

大

夫
・秋

玉

山
・籔

孤

山

輩

既

死
、尋

v踵
崛

起

者
、李

紫

溟

先

生
、琴

山

翕

最

爲
昌E

擘
嚇紫

溟

先

生
、名

順

字

子

友
、爲
謡國

學

祭

酒
嚇琴

山

翕
、名

槞

字

大

年
、善
v醫

名

鳴
昌海

内
嚇叉

有
昌大

城

壺

梁

蓊
一

能
"古

交
嚇詩

則

次
γ之
。

紫

溟

先

生

天

質

温

雅
、徳

行

純

粹
、研
舘究

理

學
h而

特

好
γ詩
、最

長
鱈五

き
只
造

語

李

淡
、旨

趣

深

蘊
、風

致
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自

似
"王

儲
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牛

詞
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牛

亦

可
レ樂
、所

樂
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奈

何
、晨

乘
昌牛

背
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、夕

叩
昌牛

角
一歌
、郊

原

芳

草

遍
、無
廊處

木
"經

過
嚇黄

牛

隨
3東

囃

白

犢
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茜

阿
納

　
　
　

　
　
竹

甲

蕪
,詩

話

西
肥
の
詩
人
米
大
夫
・秋
玉
仙
・藪
孤
山
の
輩
既

に
死
し
て
、踵
を

尋
で
崛
起
す
る
者
は
、
李
紫
溟
先
生
・琴
山
翕
を

最
も

亘
擘
と
爲

す
、紫
溟
先
生
、名
は
順
、字
は

子
友
、國
學

祭

酒

た
り
、琴
山
翕
、名

は
純
、宇
は
大

年
、醫
を
善

く
し
、名
、海
内
に
鳴

る
.叉
大
城
壷
染

翕
あ
り
、古
文
を
能
く
す
、詩
は
則
ち
之
に
次
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紫
溟
先
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、天
質
澀
雅
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行
純
粹
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理
を

研
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し
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詩
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み
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五
言
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語
亭
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趣
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、風
致
樹
ら
王
・

儲

に
似
た
り
、五
言
古
、牧
牛
詞
に
云
、「牧
牛
も
亦
樂
む
可
し
、樂
む

所
其
れ
奈
何
、晨
に
牛
背
に
乘
り
て
出
で
、夕
に
牛
角
を

叩
ひ
て

歌

ふ
、郊
原

芳

草

遍

く
、處
と
し
て
經
過
せ
ざ
る
は
無
し
、黄
牛

東
隴
に
隨
ひ
、白
犢
西
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を
降
る
、彼
れ

皆
眞
性
を

得
た
り
、吾
亦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な
ね
う
ご
ぐ

天
和
に
任
す
、知
ら
す
肥
と
瘠
と
、寧
ぞ
問
ん
や
寢
邇
牝
、往
々
沙

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



　
　

　
　
　
　

胃

本

詩

話

叢

書

彼

皆

得
昌眞

性
嚇吾

亦

任

昌天

和
肉不
v知

肥

輿
γ瘠
、寧

問

寢

還

唯
、往

往

飮

昌沙

泊
嚇日

長

溶

跡

多
、無
昌復

洗

耳

入

嚇春

水

澹
昌清

波
嚇鑿

井

云
.舊

泉

日

巳

淺
、新

居

日

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ

已

繁

相

助

鑿
昌新

井
舞

呼

傾

`
一
村

嚇晨

起

秉

春

鎌
嚇

息

レ肩

巳

夕

昏

、豈

無
昌累

日

塋

嚇但

願

逢

昌其

源
咀重

重

土

賑

解
、稍

稍

水

聲

喧
、欣

然

挈
v瓶

汲
、兼

得
γ灌
由

園

嚇茲

邑

縱

可
v改
、此

井

常

長

存
、吾

當
鷲乘
レ化

去
、聊

以

遺
"子

孫
翼

有
昌刈
γ禾
・所
v雨

・索
v綯

等

數

詞
嚇姑

摘
昌

二

首

閣以

充
譌羹

墻
肉叉
有
昌題

壁

作

門極

清

雅

、頃

日
書

膾

レ
余

、蓉
、日

入

…樵

者

歸
、栖
γ林

鳥

亦

靜
、坐

待
昌花

問

月
嚇

石

鼎

正

燹

レ茗

、心

與
膨道

爲
v鄰
、跡

將

v人

異
ド境
、只

有

昌

遙

寺

鐘

∵値
叮v郷
智
度
転
速
山領
嚇七

昌一肖
古

网
冖
十

亠ハ
士

莫
㎎、人

多

誦
v之
、云
、冢

何

暴

紫
、風

何

藩

蕭

、四

十

六

人

一

時

死
、天

地

冥

冥

鬼

紳

哭
、前

有
昌穗

貴
n不
V忍
櫨奐

戴
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

酒
に
飮
み
、日
長
く
し
て
灣
跡
多
く
.復

た
洗
耳
の
入
無
し
、春
水

清
波
澹
た
り
、』鑿
井
に
云
「舊
泉
日
に

己
に
淺
く
、新
居
日
に
己
に

繁
し
、相
助
け
て
新
井
を

鑿
ち
、群
呼
し
て

唱
村
を
傾
く
、晨
起
し

て
畚
挿
を
秉
り
、肩
を
息

へ
ば
已
に
夕
昏
、豈

累
日
の
勞
無
か
ら

ん
や
、但
願
く
ば
其
源
に
逢
は
ん
、重
々
土
脹
解
け
、稍
々
水
嚴
喧

し
、欣
然
と
し
で
瓶
を
挈

へ
て
汲
み
、鍍
ね
て

田
園
に
灌
ぐ
を
得

た
り
、竝
の
邑
縱

ひ
改
む

可
き
も
、此
井
常

に
長
く

存
す
.吾
當
に

化

に
乘
じ
て
去
り
、聊
か
以
て

子
孫
に
遺
す
べ
し
、」と
、叉
禾
を
刈

　
　
　
　
　

お
に　
　な

る
、雨
を
所
る
、索
を
綯
ふ
等

の
數
詞
有
り
、姑

く

二
首
を
摘
し
以

て
羮
墻
に
充
つ
、又
題
壁
の
作
あ
り
、極
め
て

清
雅
な
り
、頃
日
書

し
て
余
に
贈
れ
り
、
云
ふ
、「日
入
り
て
樵
者
歸
り
、林
に
栖
ふ
て
鳥

亦
静
な
り
、坐
し
て

花
聞
の
月
を
待
ち
、石
鼎

正
に
茗
を
煮
る
、心

は
道
と
鄰
と
爲
り
、跡
は
人
と

境
を
異
に
す
、只
、遙
寺
の
鐘
有
り
、

響
を
傳

へ
て
遠
嶺
を
度
る
』と
、七
言
古
・四
十
六
士
の
墓
は
人
多

く
之
を
誦
す
、一写
竅
何
ぞ
曼

々
た
る
、風
何
ぞ

蕭

々
た
る
、四
十
六

入

一
時
に
死
す
、天
地
冥
々
鬼
祚
哭
す
、前
に

權
貴
有
り
、共
に
天

を
戴
く
に
忍
び
す
、後
に
湯
錢
有
り
、之
を

清
冷

の
泉
に

比
す
、白
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天
、後

有
昌湯

钁
h比
昌之

清

冷

泉
嚇白

刄

之

下

邁

然

笑
、

後

人

拊
レ膺

涙

潸

焉
、五

言

絶
、如

使
昌王

漁

洋

誦
曲必

欣

然

拍
v掌

謂
、海

外

亦

有
昌知

丘P
矣
、元

宅

寺

云
、
一

路

蓮
"湖

水
嚇綿

綿

垂

柳

中
。欲
v尋
昌湖

上

寺
嚇賓

鐸

響
昌

春

風
門翼

僭

朝

出
v定
、雲

氣

繞
昌前

峯
{
下

瞰

春

潭

碧
、

一
聲

喝
昌嬾

龍
嚇澄

潭

含
昌物

象
n虚

照

未

曾̀

疲
門搖

動

芙

蓉

…塔
.輕

風

落

日

時
、金

峯

夕

陽

去
、開
7窗

看
昌落

旦

明

滅

自

雲

峯
、中

有
昌幽

入

在
h應
レ聞
昌箇

裡

鐘
肺先

生

今

茲

年

七

十

三
、有
昌江

村

逾
レ春

三

絶

句
嚇格

與

レ入
老
、李

夲

説

去
、自

然

清

高
、不
v落
昌思

想
嚇云
、へ葬
春

眞

似
レ迭
亀親

知
h暮

色

茫

茫

涙

欲
v垂
、緑

樹

林

中

愁

自

語
、明

年

叉

與

百̀

花
一期
、觀
v楓

表

歳

到
昌山

家
門相

約

明

年

來

賞
v花
、世

事

剰

紛

春

巳

暮
、斜

陽

回
ゾ首

望
亀雲

涯
嚇落

花

飛

絮

總

別

愁
、衡

門

筌

鎖

暮

江

頭
、

　
　
　
　
　
竹

田
莊

詩

話

刄

の
下
逋
然
と
し
て
笑
ふ
.
入
庸
を
柎
後
ち
涙
潜
焉
彪
り
』と
、五

言
絶
如
し
王
漁
洋
を
し
て
評
曳
使
め
は
、必
す
欣
然
と
し
て
掌
を

拍
ち
て
謂
は
ん
、海
外
亦
知
音

有
り
と
、元
宅
寺
に
云
、「
一
路
湖
水

に
連
る
、綿

々
た
り
垂
柳
の
中
、湖
上
の
寺
を

尋
ね
ん
と

欲
す
れ

ば
、寳
黙
春
風
に
響
く
、」「眞
僣
朝
に
定
を
出

で
、雲
氣
前
峯
を
…繞
る

下
し
瞰
る
春
潭
の
碧
、
一
聲
嬾
龍
を
喝
す
、』「澄
潭
物
象
を
含
み
、虚

照
未
だ
曾
て
疲
れ
す
、搖
動
す

芙
蓉
塔
、輕

風
落
日
の
時
、」金
峯
夕

陽
に
云
↓を
窗
開
き
落
日
を
看
る
、明
滅
す

白
雲
の
峯
丶中
に
幽
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ
と
し

の
在
る
有
り
、應
に
箇
の
裡
の
鐘
を

聞
く

べ
し
』と
、先
生
今
茲
年

七
十
三
、江
村
に
春
を
遘
る
"二
絶
句
有
り
、格
、人
と
老
ひ
、亭
々
論

き
去
り
て
、自
然
に
清
高
に
し
て
思
想
に
落
ち
す
、云
遇
春
を
逡
る

は
眞
に
親
知
を
「邊
る
に
似
た
り
.暮
色
茫

々
と
し
て
涙
垂
れ
ん

と
欲

す
.緑
樹
林
申
愁
ひ
て
自
ら
語
る
、明
年

叉
た
百
花
と
一期
せ

ん
、」「楓
を
觀
て
去
歳
山
家
に
到
り
、相
約
す
、明
年
來
つ
て
花
を
賞

せ
ん

と
、世
事
糾
紛
春
巳

に
暮
れ
、斜
陽
首
を
回
し
て
雲
涯
を
望

む
、」「落
花
飛
絮
總
べ
て
別
愁
、衡
門
塞
く
鎖

ざ
す
暮
江
の
頭
、燈
前

惟
だ

灘
聲
の
急
な
る
有
り
、春
光
を
逡
り
蠱
し

て
夜
未
だ

休
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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㎝
　
　
　
　
　

日

本
詩

話
叢

書

燈

前

惟

有
曽灘

聲

急
噌迭
盡

春

光
向夜

未
財休
、又

六

言

絶

不
v減
昌錢

劉
n春

晩

云

落

花

飛

絮
闘春

暮
、斜

照

殘

霞

晩

晴
.李

水

鏡

中

鳥

溶
、長

橋

畫

裏

人

行
、旁

善
昌

和

歌
咀海

以

西

一
時

罕
レ見
昌其

比
嚇橘

千

蔭
・本

居

宣

長

輩
、千

里

唱

酬
、推

重

欽

奬
、寛

政

申

所
v詠

百

首

憾

入
自禁

掖
嚇忝

歴
昌覽

觀
王

顧
昌侍

臣
白

不
v圖

田

舎

能

出
昌斯

珍
一矣
、肥

人

相

傳

以

爲
γ榮

云
。

琴

山

翕

資

性

英

邁
、作
v詩

不
レ能
レ拘
昌拘

乎

宇

句

間
門

經

典

佛

籍

俗

語

俚

諺
、信
v手

拈

出
、錯

雜

成
7章
、而

一
氣

直

下
、奔

逸

雅

健
、類
"陸

放

翕
崩蓋

在
"肥

入
{大

開
話別

頁

七

律
、春

盡

山

莊

帥

事

云
.我

是

人

間

度

外

人
、飄

然

獨

牲

自

由

身
、牀

無
昌俗

客
唯

高

臥
、食

有
昌園

葵
嚇不
v厭
v貧
、鵑

哭

鶯

歌

歸

去

日
、花

殘

柳

暗

老

來

春
、鄰

邨

酒

美

須
り供
γ醉
、重

對
昌嵐

光

樹

色

新
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

す
、」又
六
言
絶
も
錢
劉
に
減
ぜ
す
、春
晩
に
云
↓
落
花
飛

絮
春
暮
、

斜
照
殘
霞
晩
に
晴
る
、卒
水
鏡
申
鳥
浴
し
、長
橋
書
裏
人
行
く
』と
.

旁
ら
和
歌
を
善
く
し
、海
以
西

一
時
比
を

見

る
三
罕
な
り
、橘

の

千
蔭
・本
居
宣
長
の
輩
、千
里
唱
酬
し
、推
重
欽

奬
す
、寛
政
中
詠
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

へ

る
所
の
百
首
、傳

へ
て
禁
液
に
入
り
、忝
く
も
震
覽
を
歴
た
り
、
上
・

侍
臣
を
顧
み
て
日
、圖
ら
ざ
り
き

田
舍
に
能
く

斯
の
珍
を
出
さ

ん
と
は
と
、肥
人
相
傳

へ
て
以
て
榮
と
爲
す
と
云
ふ
。

琴
山
翕
資
性
英
邁

に
し
て
詩

を

作
る
に
、字
句

の
間
に
拘

々
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
ま
か

る
能
は
す
、經
典
佛
籍

俗
語
俚
諺
、手
に
信
せ
て

拈
出
し
、錯
雜
章

を
成
す
、而
し
て

】
氣
直
下
、奔
逸
雅
健
、陸
放
翕
に
類
す
、蓋
、肥
人

に
在
て
大
に
別
面
を

開
け
り
、七
律
、春
盡
山
莊
帥
事
に
云
↓
我
は

是
れ

人
間
度
外
の
人
、飄
然
獨
往
す

自
由
の
身
、牀
に
俗
客
無
く

唯

高
臥
」食
に
園
葵
有
り
貧
を
厭
は
す
、鵑

哭
し
鶯
歌
ひ
歸
り
去

　
　
　
ざ
ん

る
日
、花
殘
し
柳
暗
く
老
ぴ
來
る
春
、鄰
邨
酒
美
に
し
て
須
ら
く

醉
に
供
す
べ
し
.重
ね
て
嵐
光
樹
色
の
新
な

る
に
封
す
、」叉
春
蠱

日
偶
作
あ
り
云
、「昨
風
纔
に
見
る

百
花
の
開

く
を
、今
雨
還
た
聞

く
杜
宇
の
催
す
を
、坐
は
僣
氈
に
似
て
筌
し
く

兀
々
、觀
は
佛
界
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叉

有
昌春

毳

日

偶

作
喃云
、昨

風

纔

見

百

花

開
、今

雨

邏

聞

杜

宇

催
、坐

似
路信

蘊

嚇筌

兀

兀
、觀

如
昌佛

界
頁

恢

恢
、清

遊

'願

足
v酬
a過

去
一熟

睡

縁

堪
v結
畠未

來
嚇貧

酒

耽
レ詩

灘

亦

會
、乃

公

偏

自

笑
}多

才
n由

莊

初

夏

云
、流

光

不
ヨ獨

愛
。春

花
n更

愛

園

林

緑

葉

加
、昨

夢

鶯

兼
レ鶻

共

別
、今

遊

月

與
v水

尤

佳
、青

繪

繪
レ雪

涼

生
v扇
、玉

鼎

焚
v香

篆

逶
"紗
、賞

事

無
ゲ過
初

夏

景
嚇風

情

故

在
γ燹

昌新

茶
嚇答
v余

一
律

亦

足
財想
昌見

其

人
n云
、

吾

寧

僻
昌佳

紫

溟

陽
嚇求
v道

不
v弛

又

不
ド張
、開
昌此

二

千

年

眼

目
噌傳
ポ
彼

一
萬

首

和

方
嚇酒

唯

任
γ取

時

時

醉

、茶

是

愛
『分

品

品

香
、自

笑

雖
v非
昌湖

海

士
嚇未
v除
轟

豪

氣
'臥
晶高

牀
蒔

翕

著
蓮

二

千

年

眼

旦

刻

始

竣
、

又

東

都

政

府

有
v令
、進
"其

所
レ輯

和

方

一
萬

首
嚇襃
鱈

阻
　

賜
金
若

流
僧

田

莊

蔚

話

の
如
く
只
、恢

々
、清
遊
の
願
な
過
去

に
酬
ゆ

る
に
足
り
、熟
睡
の

縁
は
未
來
を
結
ぶ
に
堪

へ
た
り
、酒
を
貪
り

詩
に
耽
り

禪
亦
會

す
、乃
公
偏
に
自
ら
多
才
を
笑
ふ
、」山
莊
初
夏

に
云
、「流
光
獨
り
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ぐ
は

花
を

愛
す
る
の
み
な
ら
す
、更
に
愛
す

園
林
緑
葉

の
加
は
る
を
、

昨
夢
鶯
は
鵑
と
共
に

別
れ
、今
遊
月
は
水
と

尤
も
佳
な
り
、青
槍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

と
は

雪
を
繪
い
て
山曝
扇

に
生
じ
.玉
鼎
・香
を
焚
き
て
篆
丁紗
に
逶
る
、賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こと
さ
ら

事
は
初
夏
の
景
に
過
ぐ
る
無
く
.風
情

故

に
薪
茶
を
煮
る
に
在

り
」と
、余
に
答
ふ
る

一
律
も
亦
共

の
人
を

想
見
す
る
に
足
る
、云
、

「吾
寧
ろ
紫
溟
の
陽
に
僻
佳
す
る
も
.道
を
求
め
て

弛
せ
す

又
張

せ
す
、此
の
一.一千
年
の
眼
目
を
開
き
、彼
の

一
萬
首
の

和
方
を

傅
、

ふ
、酒
は
唯
取
る
に
任
す
時

々
の
醉
、茶
は
是
れ
分
を
愛
す
晶

々

の
香
、自
ら
笑
ふ
湖
海
の
士
に

非
す
と
雖
、未

だ
豪
氣
を

除
か
ず

高
牀
に
臥
す
」と
、時
に
翕
二
千
年
眼
目
を

著
述
し
、刻
始
め
て
竣

る
、又
東
都
政
府
、令

あ
り
、其
の
輯
む
る
所

の
和
方

一
萬
首
を
進

め
し
め
、金
若
干
を
襃
賜
す
。.

五
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日
本
詩

話

叢

書

翕

受
昌業

吉

盆

東

洞
嚇以

古̀

疾

醫

自

任
、殆

七

十

年

著

書

等

身
、海

内

裹
v糧

至

者

歳

亡

慮

數

十

人
、旁

及
"寒

書

茶

經

花

史

香

謹
胴
莫
v不
昌精

磽
嚇著

有
昌琴

山

欸

設

四

靆
瞋
故

侮
話詩

言
昌此

四

者
噌輙

具
.妙

詮

翼

理

或

他

人

借
v之

點
昌飾

句

面
邃

不
v能
v及

也
、然

世

唯

知
V善
V醫
、而

知
昌其

風

流
一者

維

少
、故

擧
昌六

清

翼

人

設
一以

證
噂李

生

韻

事
髄云
。

六

清

眞

人
、翕

之

別

號
、読

日
、清

晨

盥

轍
、灑
昌掃

堂

室

及

庭

内
嚇次

洗
レ瓶

挿
レ花

清
レ目
、次

拂
昌拭

香

爐

凡

案
門褻
自沈

檀

一
片
一清
v鼻
、次

汲
v水

潔
馘淨

諸

器
一品
レ茶

煎
v之
、或

抹
v茶

點
v之

一
椀

至
昌三

椀
旧清
己胸

膈

口

舌
肉

次

調
.古

琴
轍彈
昌南

薫

澹

浪

二

曲
h各

一
再

行

清
v耳
、

而

後

坐
昌書

齋
}讀
昌聖

賢

之

書
一以

清
γ心
、自

號
昌六

清

眞

人
嚇叉

日
昌清

福

道

人
n香

房

茶

寮

花

軒

摩

所
、竝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

翕
、業
を
吉
釜
東
洞
に
受
け
、古
疾
醫
を
以
て

自
ら
任
す
、殆
ん
ど

七
十
年
、著
書
等
身
、海
内
糧
を
裹
み
て
至
る
者
歳

に
亡
慮
數
十

入
、旁
は
ら
琴
書
茶
經
花
史
香
譜
に

及
ぶ
ま
で
、精
曉

せ
ざ
る
莫

し
、著
に
琴
山
欺
設
四
譜
あ
り
、故
に
詩
に
氈
の
四
者
を
言
ふ
毎

に
、輙
ち
妙
詮
眞
理
を
具
す
、或
は
他
人
之
を

借
り
て
句
面
を
點

飾
す
れ
ば
、途
に
及
ぶ
こ
と

能
は
ざ
る
な
り
、然
れ
ど
も

世
唯
、醫

を
善
く
す
る
を

知
り
て
、其
風
流
を

知
る

者
絶
え
て
少
し
、故
に

六
清

眞
人
の
読
を
擧
け
て
、以
て
墾
生
の
韻
事
を
證
す
と
云
ふ
。

六
清
眞
人
は
翕

の
別
號
な
り
、読
に

曰
く
、清
晨
盥
漱
し
て

堂
室

及
び
庭
内
を
灑
掃
し
、次
に
瓶
を
洗
ひ
花
を

挿
み

目
を
清
ふ
す
、

次
に
香
燼

几
案

を

拂

拭
し
、沈

檀

一
片
を
褻
き
鼻
を
清
く
す
、

次
に
泳
を
汲
み
諸
器
を

潔
淨
に
し
、茶
を

晶
し
之
を

煎
し
、或
は

茶
を
抹
し
之
を

點
じ
、
一
椀
よ
り

三
椀
に

至
り
、胸
膈

ロ
舌
を
清

く
す
、次
に
古
琴
を
調
し
、南
薫
・槍
浪

の
二
曲
を

彈
じ
、各

一
再
行

し
、耳
を
清
く
す
、而
る
後
書
齋
に
坐
し
聖
賢

の
書
を

讃
み
以
て

心
を
清
く
す
、自
叡
六
清
眞
人
と

號
す
、叉
清
幅
道
人
と

日
ふ
、香

房
・茶
寮
・花
軒
・琴
所
・竝
に
諸
認次
有
り
、因
て
併
せ
命
す
る
に
清
を

以
て
す
と
云
ふ
、香
房
三
友
は
、沈
香
を
澹
清

と

日
ひ
、檀
香
を
奇



5粥

有
昌諸

友
楓

併

命

以
レ清

云
、香

房

三

友
、沈

香

日
昌澹

清
n檀

香

日
昌奇

清
嚇合

香

日
昌暖

清
内茶

寮

二
友
、煎

茶

日
昌妙

清
嚇點

㎜茶

日
昌緑

清
嚇花

軒

十

ご

友
、春

花

三
、迎

春

寧
黄

清
↓桃

日
昌夭

清
「海

棠

日
昌艷

清
一夏

花

三
、芍

藥

日
.麗

清
一石

榴

日
昌紅

清
3
運

日
昌妍

清
嚇秋

花

三
、桔

梗

日
纏紫

清
嚇秋

海

棠

日
昌嬌

清
門菊

日
轟逸

清
h冬

花

三
、

寒

菊

日
昌幽

清
一水

仙

日
麟翼

清
∵梅

日
昌韻

清
n寒

斯

三

友

琴

日
昌雅

清
門南

薫

日
昌聖

清
嚇溏

浪

貝
賢

清
嚇天

明

丙

午

春
、鋤糸
溟

先

生

及

諸

ツナ
一分

賦
記
ハ
出們
コ
哀
陥然
成

帙
、翕
亦

有
昌七

古

一
篇
嚇韻

致

可
v捐
、惜

篇

太

長
、不

及
昌備

載
曲

題

書

小

絶
、宋

元

以

後

冲

澹

清

逸
、別

是

一
種
、傀

雲

林
・文

衡

山
・唐

解

元

董

玄

宰
、最

爲
昌曠

遠
嚇琴

山

翕

頗

得
昌莫

趣
嚇清

江
,獨

釣

云
、獨

釣

蘆

花

淺

水

歉
、

　
　
　
　
　

竹

田
莊
詩

話

清
と
日
ひ
、合
香
を
暖
清
と
日
ふ
、茶
寮

の
二
友

は
、前
…茶
を

妙
清

と
日
ひ
、點
茶
を
線
清
と
日
ふ
、花
軒

十
二
友
は
、春
花
三
つ
、迎
春

を
黄
清
と
日
ひ
、桃
を
夭
清
と
日
ひ
、海
棠
を
・監
瀋
と

日
ふ
、夏
花

三
つ
、為
藥
を
麗
清
と
日
ひ
、石
榴
を
紅
清
と

日

ひ
、蓮
を
妍

清
と

日
ふ
、秋
花
三
つ
、桔
梗
を
紫
清
と
日
ひ
、秋
海
棠

を
嬌
清
と
日
ひ
、

菊
を
逸
清
と
日
ふ
、冬
花
三
つ
、寒
氣
を

幽
清
と

日
ひ
、水
仙
を
貫

清
と
日
ひ
、梅
を
韻
清
と
日
ふ
、琴
所
三
友
は
、琴
を
雅
浩
…と

日
ぴ
、

南
薫
を
聖
清
と
日
ひ
、滄
浪
を
賢
清
と

日
ふ
、天
明
丙
午
の
春
、紫

溟
先
生
及
び

諸
子
分
ち
て

六
清
を
賦
し
、
衷
然
と
し
て
帙
を

成

す
、翁
も
亦
七
古

一
篇
あ
り
、韻
致
抱
む
可
し
、
惜
む
ら
く
は
篇
太

だ
長
く
し
て
備
載
す
る
に
及
ば
す
。

題
豊
の
小
絶
は
、宋
元
以
後
沖
澹
清
逸
,別
に
是
れ

一
種
な
り
、倪

雲
林
・文
衡
山
・唐
解
元
・董
玄
宰
・最
も
鏤
遠
と
爲
す
、琴
山
翕
頗
る

共
の
趣
を
得
た
軌
清
江
獨
釣
に
云
.獨
り
釣
る
蒲
雛
蝶

の
秋
、

生
涯
の
心
事
扁
舟
に
寄
す
、孤
村
十
里
清
江
の
暮
、遮

莫

れ
游
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
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日
本

詩
話
叢
.書

生

涯

心

事

寄
"扁

舟
嚇孤

村

十

里

清

江

暮
、遮

莫

游

魚

禾
v上
v鉤
、春

樹

入

家

云
、雨

後

青

山

入
v望

新
、千

村

萬

落

一
時

春
、茅

亭

別

有
昌烟

嵐

裏
嚇緑
'樹

陰

陰

不
γ見
v人
、溪

邨

夜

雨

云
、蕭

蕭

雨

色

一
溪

涯
、獨

汲
昌

清

泉

埜

鬟
v茶
.牛

夜

西

窗

幽

夢

後
、孤

燈

點

點

幾

入

家
。

明

和

中

肥

前

國

長

崎

鎭

有
轟妓

櫻

路

者
肉聲

色

倶

妍
、清

人

襲

允

譲
、相

得

甚

洽
、歡
昌詞

令
コ

授

了

了
、

艷

楚

動
γ聽
、允

譲

驚

詑

日
、吾

杭

州

妓

稱
昌善

歌

一者

不
γ及

也
、西

歸

日

臨
v別

悽

椀
、扇

頭

晝

二

絶
鱠

レ之
、

琴

山

翕

遊
V鎮

聞
昌其

事
嚇特

邀

見
、因

徴
レ歌
、初

不
V出目

既

而

唱

畢
、悲

悼

欲
v絶
、把
昌詩

扇
一出

示
、紙

墨

新

鮮

荷

如
v故
、詩

云
、淨

雲

流

水

兩

情

聯
、曾

許

貞

心

待
昌

十

年
噛早

識
置歡

情
㎡難
昌再

卜
肉有

縁

不
v若

竟

無

縁
、斑

八

の
鉤
に
上
ら
ざ
る
を
』、春
樹
人
家
に
云
、「雨
後

の

青
山
望
に
入
ゆ

て
薪
な
り
、千
村
萬
落

一
時
の
春
、茅
亭
別
に

烟
嵐
の
裏
に

有
り
、

緑
樹
陰
々
人
を
見
す
、」溪
邨
夜
雨
に
云
ふ
、「蕭

々
た
る
雨
色

吋
溪

の
涯
、獨
り
清
泉

を
汲
み
坐
し
て
茶
を

熨
る
、牛
夜
西
窗
幽
夢

の

後
、孤
燈
點
々
た
り
…幾
人
家
。」

丶

明
和
中
肥
前
の
國
長
崎
鎭

に
妓
櫻
路
と
い
ふ
者
あ
り
、聲
色
倶
に

妍
な
り
、清
入
襲
允
讓
相
得
て
甚
洽
し
、詞
令
を

教
ゆ
、
一
授
し
て

了
々
、艷
楚
聽
を
動
か
す
、允
讓
驚
詑
し
て

曰
く
、吾
杭
州
の
妓
釜
ロ

歌
と

稱
す
る
者
も

及
ぼ
ざ
る
な
り
と
.酉
歸
の
日
、別
に
臨
み
悽

椀
し
、扇
頭
に
二
絶
を

書
し
て
之
に
贈
る
、琴
山
翕
・鎭

に
遊
び
其

事
を
聞
き
、特
に
邀

へ
見
る
、因
て
歌
を

徴
す
、初
め
肯
ぜ
す
、既
に

し
て
唱

へ
畢
り
、悲
悼
し
て
絶

せ
ん
と
欲
す
、詩
勗
を
把
り

出
し

示
す
、紙
墨
新
鮮
に
し
て
恂
ほ
故

の
如
し
、詩
に
云
(
淨
雲
流
水
兩

惰
聯
り
、曾
て
許
す

貞
心
十
年
を

待
つ
を
、早
く
歡
情

の
再
び
ト

し
難
き
を
識
ら
ば
、有
縁
は
若
か
す

竟
に
無
縁
な
る
に
、」「斑
管
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
わ

詩
別
愁
を
誌
す
、多
情
敢
て
}信
ぜ
ん
や

青
樓

に
屬
せ
ん
と
は
、儂
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一一 管

新

詩

誌
"別

愁
嚇多

情

敢

信

屬
昌青

婁

儂

心

若

體
驫

蕭

郎

意
嚇珍
昌重

花

枝
莫

昌浪

投
n允

讓

字

興

譲
、恪

申

子
、克

賢

弟

也
、父

兄

倶

逋
昌商

崎

港
顧

善
γ書

渉
驫交

詞
帰允

譲

性

喜
"華

侈
{衣

帽

鮮

麗
、時

必

更

換
、日

以

爲
レ常
、琴

山

翕

爲
ゼ余

言

如
ゾ此
。

長

崎

鎮
、華

夷

通

交

轉

貨

處
、故

土

民

富

饒
、家

給

人

足
、治

李

日

久
、漸

嚮

昌文

歡
嚇加

v之

清

・商

内

崇

昌徇

風

雅
門善
昌詩

若

書

畫

働者
、往

往

航

來
、沈

燮

菴

・李

用

雫

沈

銓
・伊

孚

九
輩

不
v遑
昌褸

指
嚇故

餘

習

之

所
浸

・
染

詩

書

畫

竝

有
葡}別

致
n冠

山

腸

谷

之

詩
、玄

岱
・陶

齋

之

書
、慶

山
軌熊

斐

之

盡
、早

著
茗

聲

矣

、余

遊
レ鎭

留

僅

一
旬

、所
γ知

唯

是

四

人
、日

迂

齋
・東

溪
.南

陵
.

石

崎

士

齊
、而

南

陵

未
v及
v讀

其̀

作
門士

齊

名

融

思
、

工
γ盡
、爲
昌鎭

之

書

畫

目

利

職
嚇蓋

目

利
、國

語

謂
呂鑒

竹

田

莊

詩

話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

み
だ
り

が
心
若
し
蕭
郎
の
意
を
體

せ
ば
、花
枝
を

珍
重
し
て
浪

に
投
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

へ

る
莫
れ
」と
、允
讓
字
は
興
讓
、恪
中
子
克
賢
の
弟
な
り
、父
兄
倶
に

崎
港
に
通
商
し
、頗
る
書
を
善
く
し
、文
詞
に
渉
る
、允
讓
、性
、華
侈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

り

を
喜
み
、衣
帽
鮮
麗
、時
に
必
す
更
換
す
、日
に
以
て
常
と

爲
す
、琴

山
翕
余
が
爲
に
言
ふ
こ
と
此
の
如
し
。

長
崎
鎭
は
、華
夷
通
交
轉
貨
の
處
な
り
、故
に

土
民
富
饒
、家
、給
し

人
、足
り
、治
平
日
、久
く
、漸
く

文
歡
に
嚮
ふ
、之
に
加
ふ
る
に
、清

商
内
、風
雅
を
崇
術
し
、詩
若
く
は
書
竇
を
善
く
す
る
者
、往
々
航

し

來
る
、沈
燮
菴
拳

用
雲
・沈
銓
・伊
孚
九
の

輩

褸
指
に
遑
あ
ら

す
、故
に
餘
習
の
浸
染
す
る
所
、詩
書
竇
竝
に

別
致
有
り
、冠
山
・暘

谷
の
詩
、玄
岱
・陶
齋
の
書
、慶
山
・熊
斐
の
番
、早

に
名

聲

を

著

は

す
、余
鎭
に
遊
び
、留
る
こ
と

僅
に

一
旬
、知
る
所
は
、唯
是
の
四
人

の
み
、曰
く
迂
齋
・東
溪
・南
陵
・石
崎
士
齊
、
而

し
て

南
陵
は

未
だ

其
の
作
を
讀
む
に
及
ば
す
、士
齊
名
は
融
思
、書
に

エ
に
し
て
、鎭

　
　
　
め
き
し

の
書
書
目
利
職
た
り
、葢
、目
利
は
、國
語
、鑒
定
券
謂
ふ
、其
職
專
ら

清
商
の
齎
す
所

の
書
豊
晶
格
眞
鬢
價
直
の
高

下
を
識
別
す
る
を

主
る
な
り
、詩
は
其
長
す
る
所
に
非
す
、故
に
録
ぜ
す
。

九



厨網

日

本

詩

話

叢

書

鵬
　

定
内其

職

專

主
レ識
昌別

清

商

所
レ齎

書

畫

品

格

興

贋

　
　

價

直

高

下
一也
、詩

非
昌其

所
τ長
、故

不
v録
。

5
……

迂

齋

姓

吉

村
、名

正

隆
。深

邇
昌經

典

詩

文

詞

令
、莫

『所
v不
v善

、最
爲
ガ鎮

之

後

勁

h惜

年

未
鍋五

十

一卒

矣
、賦
。

落

日

高

模

一
笛

風
槨云
、暮

山

凝
γ紫

淡

煙

俘
、斷

笛

輕

風

響

未
v收
、返

照

客

晞

花

外

路
、數

聲

誰

倚

水

邊

樓
、餘

梅

吹

落

催
昌新

別

殘
柳

折
來

喚
奮

愁
h寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.帰

v語
高

入

無
昌重

奏
肉滄

江

萬

里

有

孤

舟
嚇偶

作

云
、江

城

九

b

晩

寒

増
、兀

坐

蕭

聞

類
昌野

僭
「世

味

澹
…然

如
レ嚼

v蝋
、沍

心

眞

爾

似
v凝
v冰

黄

花

將
v老

題

難

v了
、

紫
乱蟹

初

肥

醉

易
v乘
、更

有
ヨ風

光

催

昌獨

往
n遙

山

近

水

試

烏

藤
門叉

獲
。小

詞
嚇辭

致

悽

麗
、亦

當

行

家

言
、

今

鋒

二

貢

賀
右

崎

士

齊

花

燭
嚇云
、
賤
醐

相

雙

鴻

雖

誰

和

鳴

見
、堅

冰
合
香
之
儀
、二

姓

光

榮
、

連

理

一
〇

迂
齋
、姓
は
吉
村
、名
は
搭
隆
、深
く
經
史
に
通
じ
、詩
交
詞
令
、善
せ

ざ
る
所
莫
し
、最
も
鎭

の
後
勁
た
り
、惜
む
ら
く

は
年
未
だ

五
十

な
ら
す
し
て

卒
す
、落
日
高
樓

一
笛
の
風
を
賦
し
て
云
、、暮
山
紫

を
凝
ら
し

淡
煙
浮
ぶ
、斷
笛
趣
風
響
未

牧
ま
ら
す
、返
照
客
は
歸

る
花
外
の
路
、數
聲
誰
か
倚
る
水
邊
の
褸
、餘
梅
吹
き
落

し
て
新

別
を
催
ふ
し
、殘
柳
折
り
來
て
舊
憖
を

喚
ぶ
、語
を
寄
す

高
入
重

ね
て
奏
す
る
こ
と
無
れ
、槍
江
萬
里
孤
舟
有
り
、」偶
作

に
云
魂
江
城

九
月
晩
寒
増
し
、兀
坐
蕭
間
野
僣
に
類
す
、世
味
澹
然

と
し
て
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か　
　
　
　
　
こら

を
嚼
む
が
如
く
、道
心
眞
に
爾
く
水
を

凝
す
に
似
た
り
、黄
花
將

に
老
ひ
ん
と
し
て
題
・了
し

難
く
、紫
蟹
初
め
て

肥

え
て
醉
.乘
し

易
し
、更
に
風
光
の
獨
往
を
催
す
有
り
、遙
山
近
水
烏
藤
を
試
む
、」

又
小
詞
を
獲
た
り
、辭
致
悽
麗

に
し
て
、亦
當
行
家

の
言
な
ゆ
、今

二
首
を
録
署

崎
霽

の
義

養

す
る
簔

賤
黼

雙
鴻

灘

々
和
鴫
し
て
見
る
、堅
冰
合
沓
の
儀
、二
姓
光
榮
、　
連
理
帶
・合

歡
扇
・爾
花
燈
、雲
を
咏
じ
蘭
を
頌
し
才
子
、佳
人
に
配
チ
、』志
村
君

の
仙
臺
箆

歸
る
蓬

る
、云
、
囎

.芳
草
は
烟
の
如
く
獲

泥

と
作
る
、蒼
々
た
る
夏
木
子
規
啼
く
、故
園
萬
里
雲
羃
靂
、征
客
終



帶

合

歡

扇

雨

花

燈
、咏
7雪

頌
レ蘭

才

子

配
昌佳

人
門迭
霹

志

村

君

蹄
昌仙

臺

府
一云
、
濺

鴣

芳

草

如
v烟

花

作
γ泥
.

蒼

蒼

夏

木

子

規

啼
、故

園

萬

里

雲

羃

靂
、征

客

絡

宵

夢

往

來
、。　

是

禽

H

帥

離

時
、悽

然

語
y別

使
邑人

悲
嚇君

歸
昌靺

鞨

分

江

處
「我

在
昌扶

桑

西

復

西
刈

東

溪

姓

松

浦

名

陶
、弘

綜
襟

書
嚇工
v詩

能
F畫
、以
昌至

孝

聞
、年

五

+
、其

母

尚

存
、晨

昏

定

省

不
v離
.膝

下
嚇

親

故

往
蘂

亦

殆

謝

繦

焉
、清

人

王
雲

欒

愛
昌其
雪

水

煎

茶

歌
n西

婦

日

請

書
v之

装

演

携

去
、歌

云
、風

雪
ニ
ニ
四

日
、孤

屋

江

山

隈

、園

徑

無
レ縁
v摘
己茱

蔬
一蓬

門

自

絶

客

往

察
、積

雪

深

深

一
二

尺
、朝

昏

疑

坐
昌

自

銀

丗羹
瑩

階

瓊

樹

玲

瓏

境
、不
レ用

鶴

鼈

故

徘

徊
、

　
　

『物

候

誰

辨

年

序

改
、春

光

纔

在
晶挿
v餅

梅
「此

時

呵

瞰
　

手
先

取
γ雪
、大

盤

小

㎜盤

數

十

枚
・明

珠

莫
v比
昌鮫

人

竹

田
莊

詩

話

雰
夢
往
來
す
、.
是
會
日
即
ち

離
時
.褄
然

別
を

語
り

人
を
し
て

悲
ま
し
む
、君
は
靺
鞨
分
江
の
處
に
歸
り
、我
は

扶
桑
の
西
復
た

西
に
在
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す

東
溪
、姓
は
松
浦
、名
は
陶
、弘
く
群
書
を
綜

べ
、詩

に
工
み
に
畫
を

能
く
し
、至
孝
を
以
て
聞
ゆ
、年
五
十
、其
の
母
徇
ぼ
存
す
、晨
昏
定

省
、膝
下
を
離
れ
す
、親
故

往
來
亦
殆
ん
ど

謝
絶
す
、清
人
王
雲
巣

其
の
雪
水
煎
茶
の
歌
を
愛
し
、西
鯑
の
日
請
ふ
て
之
を

書
し
、裝

漢

し
て
攜

へ
去
る
、歌
に
云
ふ
「風
雪
三

四
日
、孤
屋
江
山
の
隈
、園

徑
・菓
蔬
を
摘
む
に
縁
無
く
、蓬
門
自
ら
絶
す
客
の
往
來
.積
雪
深

々
た
り

}
二
尺
、朝
昏
疑
ふ
白
銀
臺
に
坐

す
る
か
と
、瑤
階
瓊
樹

玲
瓏
の
境
、用
ひ
ず

鶴
鼈
故
に
徘
徊
す
る
を
、物
候
誰
か

辨
ぜ
ん

年
序
の
改
ま
る
を
、春
光
纔
に
餅
=に
挿
む
梅
に

在
り
.此
時
手
に

呵
し
て
先
づ
雪
を

取
り
、大
盤
小
盤
數
十
枚
、明
珠
、鮫
人

の
膾
に

比
す
る
莫
く
、玉
斗
・何
ぞ
亞
父
の
摧
く
を

煩
は
さ

ん
.之
を
石
鼎

の
中
に
投
す
れ
ば
、寒
爐
活
火
紅

な

り
、消
散
漸
く
見
る
蟹
眼
を

生
す
る

を
、閑
室
既
に
聞

く
松
風
起
る
、松
風
蟹
眼
頻
り
に
相
誇

一

一



鵬
5

　
　
　
　
　

日
本
詩

話
叢

書
.

鱠
主

斗

何

煩
唱亞

父

摧
n投
昌之

石

鼎

中
h寒

爐

活

火

紅
、淌

散

漸

見

生
爲蟹

眼
h閑

室

既

聞

起
"松

風
一松

風

蟹

眼

頻

相

誇
、亅即

下

去

年

精

製

茶
、香

兮

色

兮

始

清

絶
、味

壓
"羊

兼
嚇笑
昌棠

家
n蔕

生

幾

品

處

處
泉

、井

池

澗

溪

巖
…穴

邊
、君

不
v見

石

父

絡

入
轟晏

嬰

舍
「子

期

善

識
昌伯

牙

絃
h茶

之

於
γ雪

獪

如
v是
.仰

謝

青

帝

爲
レ余

憐
、豊

憶

梁

園

賦
、豈

羨

黄

竹

衄履
甥
膨雪

飮
V雪

歌
鶚自

雪
h鴻

漸

湛

樂

亦

自

然
、卻

恨

東

風

解
v冰

後
、

茶

水

難
レ併

花

鳥

前
、雲

集

別

號
昌理

藩
パ杭

州

人
、牲

恬

淡

好
γ禪
、不
v殖
昌貨

利
h不
y近
昌脂

粉
「繆

日

樓

居
、案

顕

所
レ貯
、唯

佛

經

兩

三

函

耳
。

海

西

歸

臥

既

三

歳

矣
、頃

閲
昌敗

麓
n獲
拷

亭

先

生

及

瓧

友

詩

稿

數

首
嚇且

讀

且

臧

追
"想

前

游
父
阿
如
昌

昨

旦

而

石

齋

長

逝
墓

木

將
γ拱
、不
レ覺

愴

然

涙

下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二

り
、帥
ち
下
だ
す
去
年
精
製
の
茶
、香
や
色
や
始
め

て
清
絶
、味
は

羊
羔
を
壓
し
て
棠
家
を
笑
ふ
、挙
生
幾

た
び
か
品
す

處

々
の
泉
、

井
池
櫚
溪
巖
穴
の
邊
、君
見
す

や

石
父
絡

に
晏
嬰
か
舍
に
入
り
、

子
期
善
く
伯
牙
の
絃

を
識
る
、茶
の
雪
に

於
け

る
獪
ほ
是
の
如

し
、仰
ぎ
謝
す
青
帝
余
の
爲
め
に
憐
む
を
、豈
憶
は
ん
㎞や

梁
園

の

賦
、豈
に
羨
ま
ん
や
黄
竹
の
篇
、雪
に
對
し

雪
を
飮
で

白
雪
を
歌

ふ
、鴻
漸
か
湛
樂
亦
自
然
、卻
て
恨
む

東
風
冰

を
解
て
後
、茶
水
併

せ
難

し
花
鳥

の
前
」と
、雲
輿
、別
淀
理
菴
と
號

す
、杭
州
の
人
、性

活
淡
に
し

て
禪
を
好
み
、貨
利
を
殖
せ
す
、脂
粉
を
近
け
す
、絡
日

樓
居
し
、案
頭
貯
ふ
る
所
は
、唯
佛
經
兩
三
函

の
み
。

海
西
歸
臥
既
に
三
歳
な
り
、項
ご
る
敗
麗
を
閲
し
て
栲
亭
先
生
及

び
瓧
友
の
詩
稿
數
首
を
獲
た
り
、且
つ
讀
み
且
つ
感
じ
、前
游
を
追

想
す
る
に
、倚
昨
日
の
如
し
、而
し
て
石
齋

は

長
逝
し
、墓
木
將

に

拱
な
ら
ん
と
す
、覺

へ
す

愴
然
と
し
て
涙

下
る
、蓋
、諸
友
卒
生
の



5謙

蓋

諸

友

夲

生

傑

作

極

富
、斯

卷

斯
v録

僅

止
昌麓

申

蠧

耗

之

餘
嚇讀

者

若

欲
"偉

襲

俟
卞他

日

就
昌其

本

集

而

抄

出
上焉
。

先

生

作
"詩

必

用
自實

事
嚇不
v著
昌虚

語
嚇
一
日

枇

集
、同

咏
昌殘

楓
嚇偶

有
昌家

人
鯆豕

報

云
、後

園

欺

冬

初

苗

矣
、

即

賦

云
、
一
藤

無
」件

訪
昌山

家
唱霜

冷

疎

林

誰

駐
レ車
、

不

分

前

溪

經
昌昨

雨
肉纔

看

數

點

掛
昌殘

霞
嚇輕

風

聊

作

詩

人

地
、襄

草

乍

裝

樵

徑

花
、物

候

眞

成

流

水

似
、樹

問

已

笹

欺

冬

芽
、大

抵

此

類
、叉

性

悪
・酒

至
・

侍

坐

者

雖
昌善

飮
赤

承
昌其

意
陽

稱
櫓下

戸
畑故

集

中

無
L

語

之

面
昌諛

麹

生
一嘗

作
友

將

暹

酒

一
=蠶

深

規
7況
轟湎

于

醉

郷

煮

坡

公

素

不
γ能
γ飮
、然

獪

自

云
、

喜
"人

飮
τ酒
、如
昌先

生
自可
γ謂
昌古

來

文

人

之

所
7未
昌曾

有
一也
。　

　

　
　

　

、

　
　
　
　
　

竹

田
莊

詩
誕

傑
作
極
め

て
富
め
り
、斯
の
卷
に
録
す
る

所
は
.僅
に
箟

甲
蠧
耗

の
餘
に
止
る
、讀
者
若
し

偉
觀
を
欲
せ
ぱ
、他
日
其
の

本
集
に
就

い
て
抄
出
す
る
を
俟
て
。

先
生
詩

を
作

る
、必
す
實
事
を
用
ひ

て
虚
語
を
著
け
す
、
蝋
日
祗

集
同
じ

く
殘
楓
を
咏
す
、偶
家
人
有
り

來
り

報
じ
て
云
、後
園
の

欺
冬
初
め

て
苗
す
と
、即
ち
賦
し
て
云
、
一
藤
拌
無
く

山
家
を
訪

.

ふ
、霜
冷
に
し
て
疎
林
誰
か

車
を

駐
め
ん
、不
分
前
溪
昨
雨
を

經

て
、纔
に
看
惹
數
點
殘
霞
掲

る
を
、輕
風
聊
作
す

詩
人
の
地
、衰
草

乍
ち
裝

ふ
樵
徑
の
花
、物
候
眞
成
に
流
水
に
似
た
り
、樹
間
己
に

苗
す
欺
冬
芽
」と
、大
抵
此
の
類
な
り
、叉
性
酒
を
悪
む
、侍
坐
の
者

善
く
飮
む
と
雖
、亦
其
の
意
を

承
け
、陽
に
下
戸
と

稱
す
る
に
至

る
、故
に
集
中

一
語
の
麹
生
に
面
諛

す

る

無
し
、嘗

て
反
將
進
酒

の

一
篇
を

作
り
、深
く
醉
郷
に
沈
湎
す
る
者

を
規
す
、坡
公
素
よ

り
飮
む
能
は
す
冷然
ど

も
獪
ほ
自
ら
云
、人
の
酒
を
飮
む
を

喜
ぶ

と
、先
生
の
如
き
は
、古
來
文
人
の
未
だ
曾
て
有
ら

ざ

る
所
な
り

と
謂
ふ
べ
し
。

●

=
二
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匪

本

蘊

話
叢
.書

京

牆
.大

原

矢

瀬

諸

村
、士

風

淳

古
、頂

髪

不
v剃
、專
=

供
昌王

役
門其

婦

女

常

時

首

戴
昌束

薪

雑

花

及

梯

子

砧

杵

之

頚

鬻
v之

入
v市
、好

事

者

作
v圖

憾
レ之
、先

生

特

長
呂咏

物
「凡

京

城

内

外

所
v有

題

詩

殆

遍
、
一
日

有
レ人

搆
副家

斯

圖
嚇需
レ題
昌共

上
門即

賦
一三

繦
與

V之
、蓋

始

咏
昌此

女
一也
、云
、湿
…
薪

緊
…
東

一
園

強
、頭

上

輕

輕

孳

作
v行
、
一
曲

山

歌

妹

和
レ姉
、挿
v花

澹
v路

蝶

趣
レ香
、

契

郎

家

在
昌天

台

下
嚇世

世

采

樵

住
昌臼

雲
嚇婦

姑

戴

v薪
趨
昌陌

上
「未
レ慣

采
v桑

賺
昌使

君
『荊

釵

草

報

木

綿

裾
、三

市

和
γ花

質

錯

藪

怪

他

褸

上

紅

裙

女
、貸
取

一
身
鰰賣
昌與

人

自

注
、契

郎
.讀

如
昌傑

刺
門矢

瀬

人

自

稱

日
昌契

邸

或

跋
昌先

生

書
'日
、黄

太

史

丞
、雖

書̀

字

巧

拙

在
ツ人
、

要

須
昌年

高

手

硬
、心

意

閑

淡
嚇乃

入
γ微

耳
、今

先

生

一
四

京
北
の
大
原
・矢
瀬
諸
村
の
土
風
は
、淳
古

に
し
て
、頂
髪
剃
ら
す

專
ら
王
役
に
供
す
、其
婦
女
常
時
首
に

束
薪
雜
花
及
び
梯
子
・砧

杵

の
類
を
戴
き
、之
を
鬻
ぎ
市
に
入
る
、好
事
の

者
鬪
を

作
り
之

を
傳
ふ
、先
生
特
に
咏
物
に
長
す
.凡
京
城
内
外
に
有
る

所
、題
詩

殆
ど

遍
し
、
一
目
人
有
り
斯
の

圖
を
携

へ
來
り
、其
の
上
に
題
せ

ん
こ
と
を
需
む
、即
ち
三
絶
を

賦
し
て
之

に
與
ふ
、蓋
、始
め
て
此

の
女
を
咏
す
る
な
り
、云
、「濕
薪
緊
東

一
圍
強
、頭
上
輕
々
整
げ
て

行
を
作
す
、
一
曲
の
山
歌
、妹
・姉
に
和
し
、花
を
挿
み
路
に
沿
ひ
蝶

香
を
趁
ふ
、㌔契
郎
の
家
は
天
台

り
下
に
在
り
、世

々
釆
樵
し
白
雲

に
佳
む
、婦
姑
薪
を
戴
き
陌
上
に
趨
き
.未

だ
慣
れ
す

桑
を

采
り

使
君
を

賺
す
を
、「荊
釵
草
級

木
綿
裙
、三
市
花
に
和
し
て
錯
薪
を

賣
る
、怪
む
他
の
樓
上
紅
裾

の
女
、
一
身
を
併
取
し

て

入
に
費
與

す
」と
、自
注
に
、契
郎
讀
ん
で
傑
刺
の
如

し
、矢
瀬
の
人
、自
ら
稱
し

て
契
郎
と
日
ふ
。

或
ひ
と
先
生
の
書
に
跋
し
て

曰
く
、黄
太
史
云
ふ
、書
字
の
巧
拙

は
人
に
在
り
と
雖
、要
は
須
ら
く
年
高
く
手
硬
く
し
て
心
意
閑
淡

な
る
べ
し
、乃
ち
微
に
入
る
の
み
と
、今
先
生
の
書
、實
に
以
て
其



5

之

書

實

有
ヨ以

践
昌其

境
h余

廼

謂

豈

唯

書

哉
、詩

亦

有
γ然
、蓋

先

生

初

作

富

贍

新

巧
、近

日

混

化
.稍

爲
昌

沖

澹

蒼

老
粕今

掲

昌數

首

鰤證
γ之
、五

律
、早

梅

云
、江

梅

春

已

至
、水

澤

腹

獪

堅
、有
レ人

儁

遲
v我

、聞
レ香

意

欲

v仙
、膽
瓶

隨

意

挿
、骨

絡

自

然

妍
、含
v笑

紅

爐

側
、依

微

帶
亀暖

煙

h七

律
、秋

日

郊

行

云
、百

事

一
抛

只

討

.閑

、早
問

散

v策

晩

間

還

、浪

過
昌村

落

鰰途

常

錯
、恣

領
昌

風

煙

戸天

不
レ慳
、自

笑

紅

塵

長

插
v脚
、纔

垂
昌自

首

喝始

怡
v顔

、邑

難

不
レ慣

生

人

到
、膊

膊

驚

飛

上
昌屋

山
嚇屐

齒

乘
γ秋

仍

躍

然

縱

游

自

許

小

紳

仙
、疎

雲

嶺

上

初

横

γ雁
、落

木

林

頭

不
"庇
v嬋
、貪

レ勝

細

評

山

險

易
、

搭
レ笥

且

晶

景

幽

姨
、不
y知

何

日

領
昌其

要
嚇毎

箇

峯

頭

住

一
年
、餞
賦菊

云
、黄

恨

自

愁

葉

也

篶
、獪

患

九

謝
　

臼

獨

恣
γ嬶
、山

居

巳

及

開

爐

月
、霜

圃

正

當

種

麥

竹

田

莊

詩

話

の
境
を
踐
む
有
り
、余
迺
ち

謂
ふ
、豈
唯
に

書
の
み
な
ら
ん
や
、詩

も
亦
然
る
有
り
、甍
、先
生
の
初
作
は
、富
贍
薪
巧

に
し
て
.近
日
は

混
化
し
、稍
沖
澹
蒼
老
を
爲
す
、今
、數
首
を
掲
げ
之
を
證
す
、五
律
、

早
梅
に
云
馬
江
梅
春
巳
に
至
り
、水
澤
腹
獪
堅
し
、人
有
り
携

て
我

に
途

る
、香
を
聞
き

意
仙
な
ら
ん
と

欲
す
、膽
瓶
隨
意
に
挿
み
、骨

格
自
然
に
妍

な
り
、笑
を
含
む

紅
爐
の
側
、依
微
と
し
て
暖
煙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
つ

帶

ぶ
e
七
律
、秋
日
郊
行

に
民
↓百
事

鴎
抛
し
只
閑
を
討
ね
、早
聞
策

を
散
じ
て
晩
間

に
還
る
、浪
に
村
落
を

過
ぎ

途
常
に
錯
り
、恣
に

風
煙
を
領
し
て

天
慳
ま
す
、自
か
ら
笑
ふ
紅
塵
長
く

脚
に

挿
む

を
、纔
に
白
首
を
垂
れ
始
め
て
顏
を

怡
ば
す
、邑
難
慣
れ
す

生
人

の
到
る
に
、膊

々
驚
き
飛
ん
で
屋
山
に
上
る
、「屐
齒
秋
に

乘
じ
■て

仍

ほ
躍
然
、縱
游
自
ら

許
す
小
紳
仙
、疎
雲
嶺
上
初
め
て
雁
を

横

た

へ
、落
木
林
頭
蝿
を
庇
は
す
、勝
を
貪
り

て
細

に
評
す
山
の
險

　
　
　
さ
し

易
、筍
を
捲

へ
て
且

つ
晶
す
景
の
幽
妍
、知
ら
す
何
れ
の
日
か
共

の
要
を
領
し
、毎
箇
峯
頭
佳
す
る
こ
と

}
年
せ
ん
、」菊
に

餞
す

る

に
云
、「黄
恨
み
白
愁
ひ
葉
也
た
篶
す
、獪
ほ
思
ふ
九
日
獨

り

妍
を

恣
に
せ

ん
と
。山
居
已
に
及

ぶ
開
爐
の
月
、霜
圃

正
に
當
る

種
麥

の
天
、何
を
以
て
饑
を
療
せ
ん
悴
顏
の
客
、由
無
く
酒
に

泛
ぶ
野

入
の
筵
、籬
根
懇
に
芳
根
に
向
つ
て
囑
す
、來
歳
合
に
未
了

の
縁

を
償
ふ

べ
し
』と
、七
月
朔

晨
起
涼
甚
し
、前
宥
の
大
雷
雨
曉

に
至

、
戸
磁
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日
本

詩

話
叢

書

天
、何

以

療
v…饑

悴

顔

客
、無
v由

泛
伊酒

野

人

筵
、籬

根

懇

向
昌芳

根
一囑
、來

歳

合
v償
昌未

了

繰
嚇七

月

朔

晨

起

涼

甚
、前

宵

大

雷

雨

至
v曉

晤
.云
、
一
夜

迅

雷

雜
雨

聲
ハ起

來

初

日

破
レ雲

生
、宀龜
游
"行

潦
一頻

尋
v餌
.鳶

立
昌

屋

山
一時

喚
v晴

殘

炎

失
種

喜
萩

星

新

涼

如
ゲ藥

覺
昌

身

輕
嚇腸

乾

悶

悶

過
雛三

伏
門偏

慰

今

朝

詩

思

清
、七

繦
、雪

竹

云
、溪

竹

高

低

雪

壓

李
、層

層

如
"浪

聽

無

レ聲
、
一
枝

偶

被

風

吹

起
門寒

翠

逼
v人

分

外

清
、短

垣

爭
輙

青

鸞

尾
、
一
夜

變

成
"自

玉

毛
門天
、公

無
v意

爭
昌

閑

氣
嚇聊

試

庇

君

苦

節

高
叩

先

生

有

』

男

硝
女
嚇男

則

石

齋

也
、名

修

字

士

業
、

能
v詩

善
v書
、竝

有
昌家

風
嚇今

檢
昌遺

稿
嚇散

逸

殆

毳
、僅

記

即̀

事

一
鏝

云
、窓

塵

拭

淨

坐
昌朝

陽
嚇好

在

茶

甌

與
昌筆

牀
嚇黄

庭

臨

罷

博

山

冷
、爲

姓
昌水

沈
一謝
"墨

皇
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

り
て
晴
る
、云
、』

夜
迅
雷
雨
聲
に
雜
は

り
、起
來
初
日
雲
を
破
り

て
生
す
.龜
は
行
潦
に
游
び
て
頻
り

に
餌
を

蕁
ね
、鳶
は
屋
山
に

立
ち
て
時
に
晴
を
喚
ぶ
、殘
炎
槿
を
失
ひ
秋

の

早
き

を

喜
び
、薪

涼
藥

の
如
く
身

の
輕
き
を

覺
ゆ
、腸
乾
き
て

悶

々
三
伏
を

過
ぎ
、

偏
に
慰
す
今
朝
詩
思
の
清
き
を
」、七
絶
、雪
竹

に
云
、「溪
竹
高
低
雪

壓
し
て
準
な
り
、暦
々
浪
の

如
く
聽
く
に
聲
無
し
、
一
枝
偶
風

に

吹
き
起
さ
れ
、寒
翠
人
に
逼
り
て
分
外
清
し
、」「短
垣
爭
ひ
彈
す
青

鸞
尾
.
一
夜
變
じ

て
自
玉
毛
と
成
る
.天
公
意
無
し

閑
氣
を

爭
ふ

に
、聊
か
此
の
君
苦
節

の
高
き
を
試
む
」と
。

先
生

一
男

一
女
あ
り
、男
は
則
ち

石
齋
な
り
、名
は
修
、字
は
士
業

詩
を
能
く
し
書
を
善
く
す
、竝
に
家
風

あ
り
、今
遺
稿
を
檢
す
る

に
、散
逸
殆
ん
ど
盡
き
、僅
に
卻
事
の

N
絶
を
記
す
、云
窃窓
塵
拭
ひ

淨
め
て
朝
陽
に
坐
し
、好
在
な
り
茶
甌
と
筆
牀
と
、黄
庭
臨
し
罷

　
　
ふ
ぎ
ん

ん
で
博
山
冷
か
な
り
、爲
に

水
況
を

粧
し
て
墨
皇
に
謝
す
、」叉
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ごし
む

行
の

一
聯
を
記
す
、亦
佳
な
り
、同
賦
の
者

一
時
筆
を
閣
く
、云
、『星



謝

又

轟
阜

行

一
聯
門亦

佳
、同

賦

者

一
時

閣
y筆

云
、星

街

兩

三

點
、難

巳

東

西

逋
。

閑

齋

亦

詩

壇

之

老

手
、格

律

清

警
、初

學
昌於

攝

人

葛

子

琴
門晩

居

商

崎
嚇遊
轟華

陽

瓧

一最

久

矣
、未
"得
昌全

稿
内種

録
5其

曩

日

記

誦

春

寒

一
律
噛云
、司

寒

行
v令

令

何

私
、驅
"使

東

風
単作
昌暴

吹
門無
昌日

不
τ陰

知

幾

日
、

有
v時

驟

暖

豈

多

時

誰

熨
瓶

梅
一溜
昌皺

玉
門爭

醫
昌園

柳
一展
昌愁

眉
嚇慇
懃
黄
鳥
專
昌暮
事
嚇宛

轉

弄
v聲

雪

裏

枝
切

梅

所

讓
6職

其

弟
嚇致

仕
、寓
昌居

京

顱

以
v授
δ生

徒
爲

γ業
、故
其

歳

晩

三

韻

律

云
、未
レ老

巳

爲
昌不

仕

身
h歳

寒

風

雪

守
昌清

貧
朔無
v錢

荷

是

買
昌琴

硯
嚇有
v弟

時

能

餉
来

薪
「背
v世

自

呼

狂

道

士
、華

陽

仙

窟

日

尋
レ眞
、

辜

負

排

家

錢

穀

闌
、圖

書

蝕

盡

有
昌餘

餐
h
一
叢

吟

瓧

揀
v才

結
、孚

歳

族

遊

做
v夢

看
、慣
v俗

近

纒

黄

絮

　
　
　
　
　

竹

田

莊
詩

話

は
樹
ほ
爾
三
點
、鶏
は
巳
に
東
西
に
通
す
しと
。

閑
齋
も
亦
詩
壇
の
老
手

に
し
て
、格
律
清
營

な
り
、初
め
攝
人
・葛

子
琴
に

學
び
、晩
に
岡
崎
に
居
り
、華
陽
甦

に
遊

ぶ
最
久
し
、未
だ

全
稿
を
得
ず
.祗
共
の
曩
日
記
誦
せ
る
春
寒
の

一
律
を

録
す
、云
、

司
寒
令
を
行
ぴ
令
何
ぞ

私
な
る
、東
風
を

驅
便
し
て
暴
吹
を

作

す
、日
と
し
て
陰
ら
ざ
る
無
く
知
ん
ぬ
幾
日
ぞ
、蒔
有
り
て
驟
に

暖
な
る
豈
多
時
な
ら
ん
や
、誰
か

瓶
梅
を

熨
し

て
皺
玉
を
温
め
、

爭
ふ
て
園
柳
を
醫
し
て
愁
眉
を
展
べ
ん
、慇
懃

に
す
黄
鳥
の
春
事

を
專
に
し
、宛
轉
と
し
て
聲
を
弄
す
雪
裏
の
枝
。」

梅
所
、職
を
其
の
弟
に
讓
り
、致
仕
し
て
京
師
に

寓
居
す
、生
徒
に

授
く
る
を
以
て
業
と
爲
す
、故
に
其
歳
晩
の
三
韻
律
に

嚢
ふ
、未

だ
老
ひ
す
巳
に
不
仕
の
身
と
爲
り
、歳
塞
く
し

て
風
雪
清
貧
を
守

る
、錢
無
く
尚
是
れ
琴
硯
を
買
ぴ
、弟
有
り
時
に

能
く

米
薪
を

餉

る
、世
に
背
い
て
自
ら
呼
ぶ

狂
道
士
、華
陽
の
仙
窟
日
に
眞
を
尋

ぬ
、辜
負
す

排
家
錢
穀
の
闡
、圖
書
蝕
蠱
し
て
餘
餐
有
り
.
q.叢
の

吟
杜
才
を
揀
ん
で
結
び
、牛
歳
の
族
遊

疉
と

做
し
て
看
る
、俗
に

慣
れ
て
近
ご
ろ
纏
ふ
黄
絮
帽
、梅
を

蕁
ね
て
覺

え
す

痩
肩
の
寒

　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七



亠～一　

5

鰹

　
　
　
　
　

日

本

詩

諸

叢

魯

帽
、尋
v梅

不
レ覺

痩

肩

塞
.時

有
"優

人

李

冠

責

服
昌茶

褐

衣
嚇色

甚

清

娩
.彼

都

人

士
、
一
時

競

傚
、呼

爲
豁李

冠

褐
「故

有
"慣
レ俗

句
舶

丁

卯

冬

善

琴

者

玉

堂

老

人
、與
v余

始

相
斟見

於

大

阪

府

之

持

明

院
面

昌寢

食
殆

四

十

日
、時

年

六

十

餘
、毛

髪

盡

自
、鬚

長

數

寸
、而

獪

有
轟童

顔
門歌

聲

圓

滑

齒

豁

不
v妨
γ音
、亦

奇

土

也
、特

好
v酒
、醉

則

賦
6小

詩
肖毎

首

輙

用
昌琴

字
h叉

作
昌小

景

山

六
h皴

擦

甚

勤
、

倶

不
v入
v格
、頗

以
呂勝

趣
勝

、記
昌醉

後

一
絶
嚇云
、倦
v酒

惓
γ琴

倚
v濫

時
、滿

園

祗

樹

雪

華

飛
、雪

華

箇

箇

風

吹

去
、不
レ染
"琴

絲
一染
呂髴

絲
h余

偶

爲
y客

嗔
.詩

餘

數

首
h老

人

廼

配
レ譜

諧
レ之
、其

音

鳴

咽

悽

椀
、左

右

聾

γ聽
、今
録
己小

令

一
関

賑

相

云
紫

燕

飛

白

燕

飛
、飛

上

紗

窓

越

女

機
、雙

雙

無
"別

離
嚇　

天

不
v非

人

不

一
八

き
を
」と
、時
に
優
人
李
冠
と
い
ふ
者
あ
り
、茶
褐
衣
を

服
し
、色
甚

だ
清
妍
な
り
、彼
の
都
の
入
士

}
時
競

ひ
傚
ふ
、呼
で
李
冠
褐

と

爲
す
、故
に
俗
に
慣
ふ
の
句
あ
り
。

丁
卯

の
冬
、善
琴
者
玉
堂
老
人
、余
と
姶
め

て

大
阪
府
の

持
明
院

に
相
見
る
、寢
食
を
同
う
す
る
こ
と

殆
ん
ど

四
十
日
、時
に
年
六

十
餘
、毛
髮
蠱
く
白
ぐ
、鬚
長
き
こ
と

數
寸
に
し
て
、獪
童
顏
有
り
、

歌
聲
圓
滑
、齒
豁
な
れ
ど
も

咎
を

妨
げ
す
、亦
奇
士
な
り
、特
に
酒

を
好
み
、醉

へ
ば
則
ち
小
詩
を
賦
し
、毎
首
輙
ち
琴

の
字
を

用
ふ
、

叉
少
景
山
水
を
作
る
、皴
擦
甚
勤
め
て
、倶
に

格
に

入
ら
す
頗

る

勝
趣
を
以
つ
て
勝
る
、醉
後
の

噌
絶
を
記
す
、云
、『酒
に
倦
み
琴
に

倦
み
檻
に
倚

る
時
、滿
園
の
祇
樹
雪
華
飛
ぶ
、雪
華
箇

々
風
吹

き

去
り
、琴
絲
を

染
め
す
髦
絲
を
染
む
」と
、余
偶
客
の
爲
に
詩
餘
數

　
　
ラ
ヴ

首
を
嗔
む
、老
人
迺
ち
譜
を
配
し
之
を

諧
ふ
、其
晋
鳴
咽
悽
椀
、左

右
聽
を
聾
や
か
す
、今
、小
令

}
関
を
録
す
、
脹
想

云
、「紫
燕
飛
び
、

白
燕
飛
び
、飛
び
上

る
紗

窓

越

女

の
機
、雙

々
と

し
て
別
離
無

し
、

天
非
な
ら
す
、人
非
な
ら
す
、只
是
れ

儂
が
情
思
の
微
な
る

に
因
る
、檀
郎
未
だ
知
ゐ
を
得
す
」と
、爾
後
萍
梗
遠
く

離
れ
、音
問

終

に
絶
す
、東
讚

の

張
竹
石
山
人
徽
甞

て
玉
堂
詩
集

一
卷
を
輯

め
、刻
し
て
糧
に
傳
ふ
。



5麟

レ非
、只
是
因
昌儂

情

思

微
嚇檀

郎

未
γ得
γ知
、爾

後

萍

梗

遠

離
、暑

問

終

絶

矣
、東

讚

張

竹

石

山

人

徽
、嘗

輯
驫

玉

堂

詩

集

一
卷
嚇刻

嫁
昌于

世
司

頃

閭
昌小

読
嚇載
昌袁

子

才

隨

園

築
財墳

事
内風

情

曠

恢
、

最

爲
γ可
v喜
、云
、錢

塘

袁

太

史

子

才

僑

寓

金

堕

家

有
昌隨

園
n備

極
齲花

木

山

池

樓

臺

之

墜

其

假

山

下

築
自
一
墳
n墳

四

周
遶

以
昌桃

花
n春

時

紅

雨

繽

紛

鮎
昌

綴

墳

間
自碧

草

芋

綿

悽

艷

動
v人
.於
右

上
一鐫
v句

云
、

不
γ飮
、但

從
昌山

下
一看
、桃

花

深

處

有
昌孤

墳
h曠

逹

中
、

情

一
往

而

深

矣
、近

輦

下

子

弟

競

徇
昌隨

園

詩

話
自

一
時

諷

誦
.靡

然

成
v風
、書

肆

價

直

爲
v之

頓

貴
、至
'

抄
"毎

卷

中

全

篇

收

載

者
"而

刊

布
亀焉
、蓋

子

才

選

レ詩
、字
夲

而

意

巧
、句

澹

而

情

褥
、胚
昌宋

人

之

義

理
ハ

諧

以
昌唐

人

之

格

調

故

易
y入
昌人

心

脾
一也
。

　
　
　
　

竹

田

莊
詩

話

頃
ご
ろ
小
読
を
閲
す
る
に
、袁
子
才
駿
園
が
墳

を

築
く

事
を

載

す
、風
惰
曠
恢
、最
も
喜
ぶ

可
し
と
爲
す
、一誠
ふ
、錢
塘
の
袁
太
史
子

才
、金
陵
に
僑
寓
す
、家
に
隨
園
あ
り
、備
に

花
木
山
池
樓
薨
の
勝

を
極
む
.其
假
山
の
下
に

一
墳
を
築
き
、墳
の
四
周
、遶
ら
す
に
桃

花
を

以
つ
て
す
、春
時
紅
雨
繽
紛
と
し
て
墳
問
を

點
綴
し
、碧
篁

芋
綿
.悽
艷
と
し
て
人
を

動
か
す
、石
上
に
於

て
句
を

鐫
り
て
云

ふ
、飮
せ
す
し
て
但
山
下
從
り
看
る
、桃
花
深
き

處
に
孤
墳
有
り
』

と
、曠
達
申
、情

一
往
し
て

深
し
、近
ご

ろ
輦
卞

の
子
弟
競
ふ
て
隨

園
詩
話
を
徇
び
、
一
時
諷
誦
し
.靡
然
と
し
て

風
を
成
す
、書
肆

の

價
直
之
が
爲
め
に
頓
に
貴
し
、毎
卷
中
全
篇
牧
載

の
者
を
抄
し
て

刊
布
す
為
に
至
る
、蓋
、子
才
詩
を
選
ぶ
、亭
平

に
し
て
意
巧
、句
澹

に
し
て
情
褥
、宋
人
の
義
理
に
胚
し
、諧
す
る

に
唐
人
の
格
調

を

以
て
す
、故
に
人
の
心
脾
に
入
り
易
し
。



一上

隨

本

詩

話

叢

書

鵬
　

叉

載
鴛金

聖

歎

死
昌於

非

命
騨事
ハ状

頗

狂

勃
、或

謂

小

5

　 読

家

多
昌放

誕

誣

岡
嚇不
"足
v信

也
、其

或

然
、姑

録

以

俟
昌後

考
一云
、金

聖

歎

所
v著

解

唐

詩

五

七

言

律
、無

v論
昌義
理
n必

劃

然

中

分
、上

四

句

爲
驫前

解
嚇下

四

句

爲
'後

璽

穿

鑿

乖

謬
、當

時

人

戲

稱

爲
昌腰

斬

唐

詩
嚇

一
日

行
呂於

京

師

東

四

牌

樓
禍

内

逼
、邃

於
"街

心
一

褪
γ袴

遺

矢

焉
、其

地

車

馬

交

馳
、見

者

廃
「丕

駭

怪
朔

坊

卒

怒

鞭
レ之
、金

亦

大

怒
、侈

口

毒

罵
、致
逹

昌金

吾

處
嚇拘
鶤訊

之
「言

愈

狂
、以
"其

孝

廉

臘也
、逾

據
V實

奏

聞
、

褫

革

究

辨

、捜

昌査

李

θ

事

蹟
門得
v既
邑著

作
円多

"不

法

語
嚇坐
瓢誹

謗
一腰
昌斬

於

市
嚇咸

以

爲

中
昌分

唐

詩
門蓋

其

讖

云
、朱

昆

田

題
り聖

歎

詩

牋
嶺有
v云
、鍛

冷

稽

中

散
、

鬚

亡

謝

客

兒
、
一
牋

遺

墨

在
、腸

斷

是

朱

絲
、亦

似

傷
5其
死
奈

家

藏
舘聖

歎

評

西

廂

記

一
部
嚇問

有
際所

二
〇

叉
.金
聖
歎
が
非
命
に
死
す
る
事
を

載
す
、状
頗
る

狂
勃
な
り
。或

は
謂
ふ
小
読
家
は
放
誕
誣
罔
多
し
.信
す
る
に
足
ら

ざ

る
な

り

と
.其
れ
或
は
然
ら
ん
、姑
く
録
し
て
以
つ
て
後
考
を
俟

つ
.云
.金

聖
歎
の
著
す
所
、解
唐
詩
五
七
言
律
、義
理
を

論
す
る
無
く
.必
す

劃
然
申
分
し
、上
四
句
を

前
解
と
爲
し
、下
四
句
を
後
解
と
爲
す
.

穿
鑿
乖
謬
、當
時
の
人
戯
に
稱
し
て
腰
斬
唐
詩
と
爲
す
、
}
月
京

師
東
四
牌
樓

に
行
き
、偶
女
内
逼
し
、途
に
街
心
に
於
て
、袴
を
褪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

し
遺
矢
す
、其
地
は

車
馬
交
馳
し
、見
る
者

駭
怪
せ
ざ
る
靡
し
、坊

卒
怒
て
之
キ
鞭

つ
、金
も
亦
大
に
怒
り
.侈

ロ
毒
罵
し
、金
吾
の
處

に
達
す
る
を
致
し
、之
を
拘
訊
す
、言
愈
曵
狂
、共
孝
廉
な
る
を

以

て
、途
に
實
に
擦
り
奏
聞
し
、褫
革
究
辨
し
、準
日
の
事
蹟
を

捜
査

し
、著
作
す
る
所
を
得
た
り
、不
法
の

語
多
し
、誹
謗

に
坐
し
、市
に

腰
斬
せ
ら
る
、咸
な
以
爲

へ
ら
く

唐
詩
を

申
分
す
る
は
蓋

、其
の

識
と
云
ふ
、朱
昆
田
、聖
歎
の
詩
牋
に
題
し

て
云
へ
る

有
り
^
鍛
は

冷
な
り

稽
中
散
、鬚
は
亡
ぶ
謝
客
兒
、
一
牋
遺
墨
在
り
、腸
は
断
っ

是
れ
朱
線
と
、」亦
共
の
死
を
傷
む
に
似
た
り
、余
か
家
、聖
歎
評

の

西
廂
記

一
部
を

藏
す
、間
き
謂
は
ゆ
る
不
法
の
語
あ
り
、然
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な
は

雖
.情
語
麗
辭
、膚
を
解
き
髓
に
入
る
、字
字
劇
だ

妙
な
り
、惜
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ん
ぜ

な
細
行
を
愼
ま
す
、卒
に
慘
蝸
に
罹
れ
り
、因
是
道
入
葛
質
、東
都

に
寓
居
し
、文
を
能
く
し
て

一
時
に
名
有

り
、詩
を

論
す
る
に
至

ゆ



5謝

γ謂
不

法

語
門雖
ゲ然

情

語

麗

辭
、解
v膚

入
レ髓
、字

字

劇

妙
.惜

哉

不
v愼
細

行
「卒

罹
昌慘

蝸
,矣
、因
v是

遯

人

葛

鐸

寓
昌居

東

都
門能
v文

有
レ名
」

時
嚇至
v論
v詩

則

特

喜
昌

聖

歎
嚇釆
昌用

其

読
門余

嘗

與
γ書

云
、聖

歎

不

遇

屈
昌于

彼
嚇而

伸
昌于

此
門身

後

得
昌知

己

子

海

波

千

里

外
n蓋

直

邇
v所
γ見

出
。

大

率

詩

句

從

横

豪

宕

者
、使
霊人

駭
想

其

學

問

浩

博
嚇新

麗

繊

巧

者
、使
室人

慕
5艷

其

才

藻

綺

褥
門李

澹

和

易

者
、使
昌人

自

然

易
強

、情

本

至

近
、去
v人

不
レ遠
、

故

易
v讀

易
v解
、廼

叉

易
レ威

也
。

威

之

至

也

唯

在
昌諷

誦
嚇非
b俟
下譯
昌義

理
蠅後
亀而

始

生

者
甲古

入

云
、讀

書

百

遍

而

義

自

見
、余

云
、好

句

不
v

用
昌多

讀
「
一
誦

則

見
。

悲

歡

情

之

質
、笑

嘯

情

之

容
、聲

昔

情

之

影
、詩

詞

情

之

跡
。

　
　
　
　

竹

田
莊

詩

話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

り
て
は
則
ち
特
に

聖
歎
を

喜
び
、其
読
を
釆
用
す
、余
嘗
て
書
を

與

へ
て
武
ふ
、聖
歎
不
遇
、彼
に
屈
し
て
此
に

伸
ぶ
、身
後
・知
己
を

海
波
千
里
の
外
に
得
た
り
と
、葢
.直

に
見
る
所
を
逋
ぶ
る
な
り
。

大
率
詩
句
縱
横
豪
宕
の
者
は
、人
を
し
て
其
學
問
浩
博
を
駭
想
せ

し

む
、新
麗
繊
巧
の
者
は
、人
を
し
て
其
才
藻
綺
褥
を

慕
鼈
せ
し

む
、準
澹
和
易
の
者
は
、人
を
し
て
自
然
に

感
じ
易
か
ら
し
む
、情

は
本
、至
近
、人
を
去
る
遠
か
ら
す
、故
に
讀
み

易
く
解
し
易
く
、迺

ち
叉
感
し
易
し
。

感
の
至
り
や
、唯
よ
諷
誦
に
在
り
、義
理
を
繹

ぬ
る
後
を
俟
ち
て
始

め
て
生
す
る
者
に
非
す
、古
人
云
.讀
書
百
遍

に
し
て
義
自
ら

見

は
る
と
、余
云
ふ
、好
句
・多
讀
を
用
ひ
す
、
一
誦
す
れ
ば

則
ち
見
は

る
。
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

ボ

悲
歡
は
情
の
質
、笑
啼
は
情

の
容
、聲
書
は
情

の
影
、詩
詞
は
情
の

跡
。

鱒
=

'
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日

本

詩

話

叢

書

三

百

篇
、牛

係
"里

巷

歌

謠
嚇雅

不
v難
γ解
、世

或

爲
γ難
、

以
驫其

名

物

詁

訓

今

日

不
7同

故

也
、夫

古

今

人

情

除

悲̀

歡

笑

啼

四

者
嚇叉

無
昌遁

處
肖以
v意

逆
v志
、千

載

一

日
、何

難
v解

之

有
、世

講
昌楚

辭
一自

引從

憂
F世

思

ツ君

而

読
、余

則

只

認
二

情

字
茸

。

原

夲

仲

梓
昌韓

幄

集
h余

序
昌其

貢

竝

跋
篇香

奩
「私

以

爲
"冬

郎

之

解

嘲

文
h會
冒東

都

書

賈

方

刻
"香

奩
h於

γ是
梓

止
昌本

集
嚇而

香

奩

中
「輟
、故

贅
8跋

語

於

此
嚇日

淵

明

老

人
、鐵

石

心

腸
、出

以
昌淡

語

冷

句
h舉
レ世

倶

知
、而

不
γ知
轟其

人

太

至

情
一也
、古

人

謂

忠

孝

節

義

自
惰

字

内
.得

來
、蓋

集

中

所
v載
、閑

情

賦
、及

日

暮

天

無
v雲

一
篇
、風

情

流

麗
、絶

無
畠俗

儒

寒

酸

習

氣
一

矣
、昭

明

不
レ會
昌此

義
嚇妄

論

白

璧

微

瑕
、束

坡

因

誚
昌

昭

明
一云
、此

乃

小

兒

強

作
レ解
γ事

者
、蓋

冬

郎

之

於
"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

三
百
篇
、傘
は

里
巷
歌
謠
に
係
る
、雅
よ
り
解
し

難
か
ら
す
、世
或

は
難
し
と
爲
す
は
、其
名
物
詁
訓
今
日
同
じ
か
ら
ざ
る
を
以
て
の

故
な
り
、夫
れ
古
今
人
情
、悲
歡
笑
啼
四
の

者
を

除
け
ば
、又
遁
る

處
無
し
、煮
を
以
て
志
を

逆

へ
ば
、千
載

}
日
、何
の
解
し
難
き
こ

と
か
之
れ
有
ら
ん
、世
、楚
辭
…を
講
ず
る
に
、世

を

憂

へ
君
を
思
ふ

よ
り
し
て
説
く
、余
は
則
ち
只

一
の
情
の
字
を
認
む
る
の
み
。

原
甼
仲
、韓
渥
集
を
梓
ず
、余
、其
の
首
に
序

し
、竝

に
香
奩
に
跋
し
、

私

に
以
て
冬
郎
の
解
嘲
文
と
爲
す
、東
都
書

賈
方
に
香
奩
を
刻
す

る
に
會
ふ
、是
に
於
て
、梓
.本
集
に
止
る
、而
し
て
香
奩
中
ご
ろ
輟

む
、故
に
跋
語
を
此
に
贅
す
、曰
く
、淵
明
老
入
、鐵
石
心
腸
、出
だ
す

に

淡
語
冷
句
を
以
て
す
、世
を
擧
げ
て
倶

に

知
る
、而
し
て
其
の

人
の
太
至
情
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、古
人
謂

ふ
忠
孝
節
義
、情

の
字
の
内
よ
り
得
來
る
と
、蓋
、集
中
載
す
る

所
の
閑
清
賦
、及
び

日
暮
天
に
雲
無
し
の

一
篇
、風
情
流
麗
、絶

え
ザ、
俗
儒
寒
酸
の
脅

氣
無
し
、昭
明
此
の
義
を
會
せ
す
、妄
に
論
す
、白
璧
の
微
珱
な

り

と
、東
坡
因
て

昭
明
を
誚
り

て
云
、此
れ
乃
ち
小
兒
強
い
て
事
を

解
す
る

を
作
す

者
と
、蓋
冬
郎
の
香
奩
に

於
け
る
、亦
其

の
類
な

　
　
　
　
　

た

φ
、昭
宗
、反
て
止
だ
論
じ
て
功
臣
と
爲
す
、平
生
の
著
逑
、悲
憤
感

慨
、情
・君
を
忘
れ
す
、少
陵
と
殆
ん
ど
相
伯
仲
す
.其
の
聞
剩
墨
殘
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糺

香

奩
門亦

其

類

也
、昭

宗

反

止

論

爲
昌功

臣
門雫

生

著

邇

悲

憤

威

慨
、情

不
v忘
レ君
、與
昌少

陵
"殆

相

伯

仲
、其

間

剩

墨

殘

筆
、偶

及
騨隈

紅

倚

翠

剪

花

刻

月

諸

麗

語
門入

或

毀
v之

爲
.v歡
"淫
、余

特

賞

以

爲
『
精

忠

之

所
昌

自

來
一也
、冬

郎

有
v知
、其

謂
轟之

何
司

鍾

竟
陵

云
、古

人

雖
γ居
自邨

僻
噌皆

有
鱈素

友

作
昌郷

入
叫

居
郵

無
v此
、非
塵

雜
叫則

寂

莫

矣
、予

病

居

累

歳
、幸

有

素̀

交

六

七
肉相

共

來

往
、觴

咏

日

娯
、不
昌但

晨

夕

切

劇

所
v得

既

多
n叉

不
ゲ使
量雪

月

花

柳

笑

無̀

聊
"也
、

今

録
昌四

人

日

角

田

廉

夫

名

簡
、伊

藤

孟

得

名

輔

世
、野

原

夲

仲

名

衡
、松

岡

信

好

名

只

詩
。

廉

失

少

登
嵩中

井

竹

由

先

生

之

門
h學

有
"淵

源
門潛
轟

志

經

史
↓仔
昌古

夊

辭
↓年

僅

過
v弱
、所
F著

有
昌外

吏

叢

語

等

數

書
嚇爲
v詩

雅

整
、邊

幅

濶

大
、不
γ屑
竃啾

啾

悲

　
　
　
　
　

竹

田
莊

詩

話

筆
偶

よ
恨
紅
倚
翠
、劈
花
刻
月
.諸
麗

語
に
及

ぶ
、人
或
は
之
を
毀

り
て
淫
を
敏
ゆ
と
爲
ず
、余
特
に
賞
し
て
以
て
精
忠
の
自
て
來
る

所
と
爲
す
な
り
、冬
郎
知
る
有
ら
ば
、其
れ
之
を
何
と
か
謂
は
ん
。

鍾
竟
陵
云
、古
人
、邨
僻
に
居
る
と
雖
、皆
な
素
友
の
郷
人
と

作
る

有
り
、郷

に
居
て
此
無
き
は
、塵
雜
に
舞
ん
ば
、則
ち
寂
寞
な
り
、予

、

病
居
累
歳
、幸
に
素
交
六
七
あ
り
、相
共
に
來
往
し
.觴
咏
日
に
娯

む
、但
に
晨
夕
切
劇
し
、得
る
所
既
に

多
き
の
み
な
ら
す
、又
雪
月

花
柳
を
し
て
無
聊
を

笑
は
し
め
ず
、今
四
人
を

録
す
、曰
く
、角
田

廉
夫
、名
は
簡
、
伊
藤
孟
得
、
名
は
輔
世
、
野
原
平
仲
、名
は
衡
、松
岡

信
好
、名
は
只
詩
。

廉
夫
少
く
し
て
中
井
竹
山
先
生
の
門
に

登
り
"學
、淵
源
あ
り
、志

を
經
史
に
潛
め
、古
文
辭
を
好
む
、年
僅
に

弱

に
過
ぎ
、著
す
所
外

史
叢
語
等
數
書
あ
り
、詩
を

爲
る
蘿
整
、邊
幅
濶
大
、啾

々
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

悲
鳴
し
、蚯
蚓
の
聲
を

作
す
を

屑
と
せ
す
、感

遇
九
首
語
々
咸
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



㎝副心

日

本

詩

話

叢

書

踟
　

鳴

作
昌蚯

蚓

聲

一也
、威

遇

九

首
、語

語

成

嘘
県
如
v云
ヨ孔

　
　

子
皿
緜

嘯遡
ム矢
、一周

程

張

朱

逝
、幽庭

士

各

放

恣
、亠ハ
藝

多

昌

5
5

横

読
h予

見

昌共

於
v學

有

7所
昌適

從
h如
v云
7古

風

寢

弭

γ響

、滔
滔

競
昌綺

漢

正

磬

不
v可
v見

、嗚

呼

吾

孰

歸
い則

叉

知
昌其

作
v文

有
ツ所
昌歸

宿
嚇如
v
云
7袍
レ影

獨

浩

歌
、倏

然

發
唱虚

警
冖沈

靜

聖

所
レ嘉
、躁

動

徒

招
う青
、予

見
"其

於

γ道

有

ツ所
6悟

入

如
γ云
7淡

然

掃
"娥

眉
h不
v受
昌
一
點

塵
嚇不
γ作
6妖

盤

態
嚇貞

操

磨

那

隣
b則

叉

知
昌其

處
v世

有
サ所
昌自

守
皹矣
、頃

遊
蹴環

翠

園
賦

"雜

咏

十

質

姑

傳
昌

二

章
嚇云
、不
v要
v譽

不
v狗
v世
、相

俘

何

琴

書

畫
、山

之

巓

水

之

噬
.月

於

遊

花

焉

憇
、訪

詩̀

僧
雛λ
"脊

靄
ハ身

多

病

目

叉

翳
.百

家

事

不
γ爲
ジ
計
、坎

而

止

盈

而

逝
、

處
γ世

潰

憤
、如
出匪
γ澣

衣
嚇汨
爾

鳧

沒
、騫

然

鶴

飛
、硯

田

筆

嚼
、無

雙

樂

地
、雲

耕

雨

耨
、
一
大

政

事
、郊

島

二
四

實
な
り
、「孔
孟
は

縣
遞
た
り
、
周
・程
・張
・朱
は
逝
き
、處
士
各
弐
放

恣
し
、六
藝
横
読
多
し
」と
云
ふ
が
如
き
、予
、其
學

に
於
け
る
に

適

從
す
る
所
有
る
を
見
る
、「古
風
寢
く
響
を

弭
め
、滔
々
と
し
て
綺

靡
を
競
ひ
、正
聲
見
る

可
か
ら
す
、鳴
呼
吾
孰
に
か

歸
せ
ん
』と
云

ふ
が
如
き
、則
ち
叉
其
文
を
作
る
歸
宿
す
る
所
有
る
を

知
る
、「影

を
抱
き
獨
浩
歌
す
、倏
撚
と
し
て

虚
警
を

發
す
、況
靜
は

聖
の
嘉

す
る
所
、躁
動
は
徒
に
青
を
招
く
」と
云
ふ
が

如
き
、予
、其
道
に
於

け
る
悟
入
す
る
所
あ
る
を
見
る
、「淡
然
と
し
て

娥
眉
を

掃
ひ
、
一

點
の
塵
を
受
け
す
、妖
艷
の
態
を

作
さ
す
、貞
操
磨
す
る

も

那
ぞ

隣
せ
ん
』と
去
ふ
が
如
き
、則
ち
又
其
世
に
處
し
て
自
か
ら

守
る

所
あ
る
を
知
る
、頃
ご
ろ
環
翠
園
に
遊
び
、雜
咏
十
首
を

賦
す
、姑

く
二
章
を
傳
ふ
、曇
3
譽
を
要
せ
す
世
に
狗
は
す
、相
拌
ふ
は

何
ぞ
・

琴
書
畫
、山
の
巓
水
の
濫
、月
に
遊
び
花

に
憇
ふ
、詩
僣
を
訪
ひ
管

竄
に
入
り
、身
多
病
に
し
て
目
叉
翳
す
、百
家
の
価事
計
を

爲
さ
す
、

坎
し
て
止
り
盈
ち
て
逝
く
、」「世
に
處
し
て
憤

々
、澣
が
匪
る
衣
の

如
し
、汨
爾
と
し
て
鳧
沒
し
、騫
然
と
し
て
鶴
飛
す
、硯
田
筆
曦
、無

雙
の
樂
地
、雲
耕
雨
耨
、
】
大
政
事
、郊
島
薄
倖
、備

に
苦
辛
を
嘗
む
・

苦
中
に
樂
あ
り
、味
言
ふ

可
か
ら
す
、貧
富
命
あ
り
、何
ぞ

云
云
す

る
に
足
ら
ん
。し
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薄

倖
、備

嘗
』苦

辛
一苦

申

有
y樂
、味

不
γ可
y言
、貧

富

有

y命
、何

足
。云

云
明

孟

得

信

好

二

子
、年

未
γ及
v冠
、頗

能
v詩
、孟

得

以
昌力

學
隔勝
、信

好

以
轟才

情
一勝
、凡

古

今

傳

稱

以

爲
"名

句

好

聯
學者
、孟

得

誦
昌讀

之
殆

遍

焉
、爲
『詩

初

刻
昌意

劉

隨

州
門近

日

揉

摩

稍

細
、七

律

除

夜

云
、塵

煤

全

掃

一
堂

清
、松

竹

挿
γ門

春

嘉

成
、燭

影

鐘

聲

留
蟲舊

歳
嚇

垢

顏

蓬

髻

入
昌新

正
嚇點
"香

膚

祭

小

詩

卷
、扶
γ病

且

傳

長

命

胱
、身

笑

黄

粱

炊

未
γ了
、明

朝

幻

夢

叉

新

生
、元

旦

云
、群

鴉

飛

起

一
聲

鐘
、曙

色

東

南

紫

氣

濃
、村

寂

燈

光

尚

冬

意
、城

譁

人

語

總

春

容

煙

梭

輕

度

未
γ勝
γ織
、枷

縷

稍

柔

似
γ欲
v縫
、自
γ此

鶯

花

多
轟

韻

事
肉詩

壇

鏖

戰

屬
昌毫

鋒
嚇立

秋

云
、朝

來

何

處

最

凄

清

乃

是

水

邊

竹

外

楹
、水

已

貯
レ秋

非
昌昨

旦

竹

　
　
　
　
　

竹

田

莊
詩

話

孟
得
・信
好

の
二
子
、年
未
だ
冠
す
る
に
及
ぱ
す
、頗

る
詩
を

能
く

す
、孟
得
は
力
學
を
以
て
勝

ち
、信
好
は
才
情
を
以

て
勝
つ
、凡
そ

古
今
傳
稱
し
て
以
て
名
句
好
聯
と
爲
す
者
は
、孟
得
・之
を

誦
讀

し
て
殆
ん
ど
遍

ー
、詩
を
爲

る
に
、初
め

劉
隨
州
に

刻
意
す
、近
日

揉
摩
稍
細
し
、七
律
除
夜
に
云
ふ
↓
塵
媒
全
く

掃

ふ
て

一
堂
清
し
、

松
竹
門
に
挿
ん
で

春
事
成
る
、燭
影
鐘
聲
舊
歳
を

留
め
、垢
顏
蓬

髦
新
正
に
入
る
、香
を
點
じ
て

自
ら
祭
る
小
詩
卷
、病
を

扶
け
て

且
つ
傳
ふ
長
命
胱
、自
ら
笑
ふ
黄
粱
炊
い
で

未
だ

了
ら
す
、明
朝

幻
夢
又
新
に
生
す
、』元
旦
に
云
、「群
鴉
飛
び
起
つ

一
聲
の
鐘
、曙
色

東
南
紫
氣
濃
な
り
、村
は

寂
に
し
て
燈
光
尚
ほ
冬
意
、城
は
譁
し

て
人
語
總
て
春
容
、煙
梭
輕
く
度
り
て
未
だ

織
る
に

勝

へ
す
、柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

縷
稍
柔

に
し
て
縫
は
ん
と
欲
す
る
に
似
た
り
、此
れ
自
り
鴬
花
韻

事
多
く
、詩
壇
の
鏖
戰
毫
鋒
に
屬
す
、」立
秋
に
云
』朝

來
何
の
處
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

最
も
凄
清
、乃
ち
是
れ

水
邊
竹
外
の
櫨
、水
已
に
秋
を

貯

へ
て
昨

日
に
非
す
、竹
先
づ
夏
を

脆
し
て
新
聲
を
逡
る
、晩
涼
體
を
浸
し

　
　
　
　
　

り

て
扇
・手
を
辭
し
、夜
氣
心
を
澄
ま
し
て
書
・晴
に
入

る
、是
れ
從
り

東
西
山
を
討
し
て
好
し
、
一
雙
の
游
屐
稍
輕
き
を

知
る
e
七
絶
、塞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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日
本

詩

話
濃

書

先

脱
夏

塗

新

聲

晩

涼

浸
v體

勗

辭
"手
、夜

氣

澄
レ心

書

入
レ晴
、從
γ是

東

西

討
v肉

好
、
噂
雙

游

屐

稍

知
v輕
、

七

絶
、寒

塘

云
、荷

老

柳

枯

不
び耐
v霜
、風

聲

水

色

入
昌

荒

涼
「淡

天

三

四

五

行

雁
、斜

帶
昌落

暉
一下
昌曲

塘
n夏

晝

云
、滿

樹

嬋

聲

向
レ午

多
、詩

魂

避
レ熱

入
讐南

画

翠

禽

欺
尉得

人

眠

糞

池

面

啣
魚

欸

欸

過
、竹

下

泊
v舟

圖

云
、萬

箇

幽

篁

曲

澗

中
、構

垂

葉

掩

小

流

通
、漁

郎

解
v結

清

凉

夢
、緑

影

多

邊

泊
.釣

舟
噌

信

好

幼

喪
γ父
、稍

長

多

病
、羸

瘠

體

不
レ勝
v衣
、茸

母

過

愛

不
昌敢

欷
サ書
、年

甫

十

六
、學
昌詩

於

予
一況

思

刻

苦
、
一
宇

不
レ苟
、雖
昌小

律
肋亦

踰

月

始

成
、同

瓧

會

賦

衆

作

既

畢
、顧

叩
昌信

好
h其

所
v得

僅

不
v過
昌
一
句

若

一
聯
門澄

心

靜

慮
、畧

無
昌競

色
「嘗

懐
昌詩

卷
一浩
昌謁

紫

溟

翕
門翕

稱
v善
、批
昌卷

後
'云
、斯

人

才

思

與
"時

人
鮪霽

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

二
六

塘
に
云
.「荷
老
ひ
柳
枯
れ
て

霜
に
耐

へ
す
、風
聲
水
色
荒
涼

に
入

る
、淡
天
三
四
五
行
の
雁
、斜
に
落
曝
を
帶
び
て
曲
塘

に
下
る
、」夏

書
に
云
、、滿
樹

の
蝿
聲
午
に
向
つ
て
多
し
、詩
魂
熱
を
避
け
て
南

柯

に
入
る
,翠
禽
人
の
眠
り

去
る
を
欺
き
得
て
、池
面
魚
を
啣
で

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　

　

欺
々
過
ぐ
、」竹
下
舟
を
泊
す
る
圖
に
云
魂
萬
箇
の
幽
篁
曲
澗
の
中
.

稍
埀
れ
葉
掩
ふ
て
小
流
通
す
、漁
郎
結

ぶ

こ
と
を

解
す

清
涼

の

夢
、線
影
多
き
選
に
釣
舟
を
泊
す
。

信
姓
幼
に
し
て
父
を

喪
ぴ
、稍
長
じ
て

多
病
、羸

瘠
、體
衣
に
勝

へ

す
、其
母
過
愛
し
敢
て
書
を
敏

へ
す
、年
甫
め
て

十
六
、詩
を
予

に

學
ぶ
、沈
思
刻
苦
、
一
字
苟
も
せ
す
、小
律
と
雖
、亦
踰
月
に
し
て
始

て
成
る
.同
瓧
會
賦
、衆
作
既
に
畢
り
、顧
み
て
信
好
を

叩
け
ば
、其

得
る
所
僅
に

一
句
若
く
は

一
聯
に
過
ぎ
す
、澄

心
靜
慮
、畧
ぼ
競

色
無
し
、嘗
て
詩
卷
を
懐
い
て
紫
溟
翕
に
造
謁
す
、翕
善
と
稱
し
、

卷
後
に

批
し
て
云
、斯
の
入
才
思
時
入
と
霽
壤

な
り
、他
日
必
す

李
長
吉
た
ら
ん
と
、其
言
實
に
誣
ひ
す
と
爲
す
、邊
別
に
云
、「古
に
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壌
、他

日

必

爲
昌李

長

古
叫其

言

實

爲
v不
γ誣

也
、途

別

.

云
、古

稱

浩
…
魂

此

是

時
、黯

然

分
財手

豈

無
v思
、騰
v室

野

馬

春

風

弱
、就
v路

行

人

芳

艸

滋
、向

後

薪

添

愁

裏

緒
、以

家

唯

有
昌夢

中

期
嚇我

心

練

漉

爾

知

否
、悲

莫
レ悲
昌兮

生

別

離
嚇池

上

云
、宿

霧

屯

雲

滑

欲
v流
、胡

牀

惓

坐

向
昌池

頭
n人

忘
v機

處

鴎

能

狎
.客

不
y到

時

竹

自

幽
、暝

且

瞑

兮

煙

外

夕
、凄

還

凄

矣

雨

中

秋
、

此

心

調

得

常

無

事
、
一
部

楞

伽

更

那

求
、叉

摘

句

云
、
一
夜

期

粂
y人

齟

齬
、三

更

起

輿
γ月

彷

徨
、舊

酷

無

事

醉

來

醉
、新

句

有
v時

成

則

成
、菓

生

幾

陣

慈

悲

雨
、花

落

霎

時

方

便

風
、蓑

笠

影

迷

三

徑

草
、斧

斤

聲

出

一
溪

煙
、歳

月

無
ゾ憑

蝨

似
v水
、身

心

處
γ世

孕

如
v雲
、竝

有

情

致
護

畢

悽

然
。

李

仲

業
v醫
、學
.於

琴

山

翕
冉研
昌究

方

書
一日

夜

不
v止
、

　
　
　
　
　
竹

田
莊

詩

話

稱
す
滔
魂
は
此
れ
是
の
時
、黷
然
手
を
分

つ
豈

に
思
ふ
無
か
ら
ん

や
、室
に
縢
す
る
野
馬
春
風
弱
く
、路
に
就
く

行
人
芳
艸
滋
し
、向

後
新
に
添
ふ
愁
裏
の
緒
、以
來
唯
夢
申

の
期
あ
り
、我
心
練
漉
す

爾
知
る

や
否
や
、悲
き
は
生
別
離
よ
り
悲
き
は
莫
し
、」池
上
に
云
、

「宿
霧
屯
雲
滑
に
し
て
流
れ
ん
と
欲
す
、胡

牀
倦
坐
し
て

池
頭

に

向
ふ
、人
・機
を
忘
る
ゝ
處
鴎
能
く
狎
れ
、客
到
ら
ざ
る

時
竹
自

ら

幽
な
り
、暝
に
し
て
且
っ
瞑
た
り

煙
外
の
幺

淒
に
し
て
還
た
淒

た
り
雨
中
の
秋
、此
心
調
し
得
て
常
に
無
事
、
一
部

の
楞
伽
更

に

那
ぞ
求
め
ん
.」叉
摘
句
に

云
、』

夜
の
期
・人
と
齟
齬
し
、三
更
起

て
月
と
彷
徨
す
く
舊
酷
無
事
に
し
て
醉

ひ
來
れ
ば
醉

ひ
、新
句
時

有
て
成
れ
ば
則
ち
成
る
、」「菓
は
生
す

幾
陣
慈
悲
の
雨
、花
は
落

つ

奚
時
方
便
の
風
、、
蓑
笠
影
は
迷
ふ
三
徑

の
草
、斧
斤
聲
は
出
づ

嚇

溪
の
煙
、』「歳
月
憑
る
こ
と
無
く
全
く

水

に
似
た
り
、身
心
世
に
處

し
て
牛
は
雲
の
如
し
」と
、竝
に
情
致
有
り
、讀
み
畢
り
て
淒
然
た

り
。

卆
仲
、醫
を
業
と
す
、琴
山
翕
に
學
ぴ
、方
書
を
研
究
し
て
.日
夜
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七

b
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日

本

詩

話

叢

書

詩

其

餘

事
、多

流
昌卒
・
易
嚇不
v經
v意

者

過

・牛

矣
、加
v之

進

取

甚

急

、尚
v敏

貪
v多
、予

常

面
邑折

其

非
嚇不
v從

也
、

近

日

蹄
昌嚮

晩

唐
嚇手

較
昌李

賀
・溜

庭

箔
・姚

合
・韓

僂
・

皮

陸

諸

集
h附
昌諸

剞

圃
嚇今

得
下七

律

聲

口

微

似
昌香

㎝奩
者

一
首
h録
レ之
、次
自韻

春

夜
"云
、未
駅
送
昌春

風
一到
㍗藝

林
ハ硯

池

牛

被
昌夜

冰

侵

月

獪

澹

泊

春

慵

淺
、簾

巳

迷

離

燭

影

深
蕁

v夢

背
v屏

且

凝

坐
、避
v人

繞
γ柱

只

低

吟
、詩
歳

自

覺

雲

相

似
、過
副盡

眼

前

不
レ入
v心
、訪

レ梅

り
絶

亦

可
v觀
、云
、山

頭

山

尾

遠

過

審
、草

鞋

乍

到

水

之

濱
、横

斟

映
レ竹

一
枝

出
、認

得

離

騷

經

外

春
、又

有
下身

如
昌露

底

凄

涼

草
n心

似
越風

前

澹

泊

花
哺

一
聯
晶悽

椀

可
v愛
。

昔

者

予

讀
昌樂

天

詩
轍

然

威

悟
、當

時

自

謂

所
v得

頗

多
、不
四蕾

格

調

和

李

使
召後

來

學

者

無
昌志

微

礁

◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

ま
す
由詩
は
其
餘
事
な
り
、多
く
卒
易

に
流
る
、意
を
經
ざ
る
者
過

牛
、之

に
加
ふ
る
に
進
取
甚
だ

急
に
、敏
を
尚
び

多
き
を
貪
る
、予

常
に
其
非
を

面
折
す
、從
は
ざ
る
な
り
、近
日
晩
唐
に
歸
嚮
し
、手

つ

か

ら

李
賀
・澀
庭
箔
・姚
合
・韓
幄
・皮
陸
諸
集
を
較

し
、諸
を
剞

駲
脚に

附
す
、今
七
律
の
聲

口
・微
に
霄
餐

に
似
た
る

者

】
首
を

得

た
り
、之
を
録
す
、春
夜
に
次
韻
し
て
云
、「未
だ
春
風
を
逸
り

藝
林

に
到
ら
す
、硯
池
牟
は
夜
冰
に
侵
さ
る
、月
獪
ほ
澹
泊
春
傭
淺
く
、

簾
巳
に
迷
離
燭
影
深
し
、夢
を
尋
ね
屏

に
背
い
て
且
つ
凝
坐
し
、

人
を
邏
け

柱
を
繞
り
て

只
低
吟
す
、詩
成
り
て
自
ら
覺
ふ

雲
相

似
た
る
を
、眼
前
を
過
盡
し
て
心
に
入

ら
す
、」梅
を

訪
ふ

一
穐

も

亦
觀
る
可
し
、云
、「山
頭
山
尾
遠
く
過
審

し
、草
鞋
乍
ち
到
る

水
の

濱
、横
斜
竹
に
映
じ
て

一
枝
出
で
、認
め
得
た
り
、離
騒
經
外
の
春
、」

叉
、「身
は
露
底
凄
凉
の
草
の
如
く
、心
は

風
前
澹
泊
の
花
に
似
た

り
」の

】
聯
あ
り
、悽
椀
愛
す
可
し
。

昔
、予
、樂
天
の
詩
を
讀
み
、愀
然
と
し
て

感
悟
す
、當
時
自
か
ら
謂

ふ
、得
る
所
頗
多
し
、蕾
に
格
調
和
甼
、牲
來

の
學
者
を
し
て
志
微

嘸
殺
の
晋
無
か
ら
使
む
る
吸
み
な
ら
ざ
る
な
り
、略
ぼ
數
句
を
表
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殺

之

音
嚇略

表
鵠數

句
肋告
噂向

病

相

憂

者
卵云
、誦
罷

v藥

之

作
「則

知
病

之

近
"道

日
、此

身

不
v要
畠全

張

健
嚇強

健

多

生

昌人

我

心
嚇誦
下見
昌元

九

悼

亡

詩

一之

作
ハ而

悟
"

情

之

可

τ遣
、日
、人

間

此

病

治

無
v藥
、唯

有
昌楞

伽

二

卷

經

肉誦
昌龜

兒

咏
v詩

之

作
噌則

知
昌苦

吟

之

多

損
7人
、

日
,莫
v學

二

郎

吟

太

苦
、纔

年

四

十

鬢

如
〃霜
、誦
昌覽

『鏡
喜
v老

之

作
嚇而

悟
己衰

老

之

不
ツ足
v憂
、日
、不
v老

即

須
v天
、不
レ夭

即

須
v老
、晩

褻

勝
"早

夭
n此

理

決

不
v疑
、

叉

作
下讀
萇

慶

集
一七

古

一
篇
上以

述
v懐

云
、七

八

年

前

始

咏

吟
、曙

生
.塵

世

厭

離

心
コ
爾

來

流

轉

東

西

路
、單

身

得
竃備

嘗

脯浮

沈
門今

日

扶

レ痾

叉

吟

咏
、倍

知

昌

厭

離

入
膨骨

深

行
γ交

不
霊必

要
昌奇

險
h情

眞

能

徹
昌石

與
7金
、至

樂

處

藏
昌至

悲

旨
嚇極

榮

地

包
極

裹

理
h狂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

言

綺

語

七

十

卷
.成

佛

因

縁

存
轟此

裏
旧小

蠻

細

腰

竹

田

莊

詩

話

し
.同
病
相
憂
ふ
る
者
に
告
ぐ
と

云

ふ
、藥
を

罷
む
る
の
作
を
誦

し
て
、則
ち
病
の
道
に
近
き
を
知
る
、曰
く
「此
の
身
、全
く
彊
健
な

る
を
要
せ
す
、強
健
な
れ
ば
多
く
人
我

の
心
を

生
す
、」元
九
の
悼

亡
の
詩
を
見
る
の
作
を
誦
し
、而
し
て
情

の
遣
る
可
き
を

悟
る

曰
く
↓
人
間
此

の
病
治
す
る
に
藥
無
く
、唯
楞
伽
二
卷
の
經
有
り
、」

龜
兒
詩
を
咏

す

る

の
作
を
誦
し
、則

ち
苦
吟
の
多
く
人
を
損
す

る
を
知
る
、曰
く
、「學
ぶ
莫
れ
二
郎

の
吟
太
だ
苦
む
を
、纔
に
年
四

十
に
し
て
鬢
、霜

の
如
し
、」鏡
を
覽

て
老
を
喜
ぶ
の
作
を
誦
し
て
、

襄
老

の
憂
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
を

悟
る
、曰
く
、「老
ぴ
ざ
れ
ば

帥
ち

須
く
夭
す
べ
し
、夭
せ
ざ
れ
ば
帥
ち
須
く
老
ゆ
べ
し
、晩
衰
は
早
夭

に
勝
れ
り
、此
の
理
決
し
て
疑
は
す
、」叉
、長
慶
集
を
讀
む

七
古

一

篇
を
作
り
、以
て
懷
を
述
ぶ
、云
、七
八
年
の
前
始
め
て

咏
吟
す
、暗

に
塵
世
厭
離

の
心

を
生
す
、爾
來
流
轉
す
東
西
の
路
、箪
身
備
に

淨
泥
を
嘗
む
る
こ
と
を

得
た
り
、今
日
痾
を

挟
け
て
今
吟
咏
す
、

　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　や

倍
厭
離

の
骨
に
入
る
の
深
き
を
知
る
、文
を
行
る
は
必
す
し
も
奇

險
を
要
せ
す
、情
眞
な
れ
ば
能
く
石
と

金
と
に
徹
す
、至
樂

の
處

に
は
至
悲
の
旨
を
藏
し
、極
榮

の
地

に
は

極
衰

の
理
を
包
む
、狂

言
綺
語
七
十
卷
、成
佛
の
因
縁
此
の
裹

に
存
す
、小
蠻

の

細
腰
樊

素

の
唇
、料
り
知
る
天
女
化
現
の
身
、池
上
の
雙
鶴
門
前
の
駱
、他

生
は
應
さ
に
變
し
て
人
と
爲
る
こ
と
を
得
べ
し
、之
を
聽
け
ば
煩

二
九
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日
本

詩

話

叢

書

樊

素

唇

、料

知

天

女

化

現

身

、池

上

雙

鶴

門

前

駱
、

他

生

應
v得
昌變

爲
7人
、聽
v之

截
噂】斷

煩

惱

苦
一咏
v之

解

昌

脱

生

死

輪

嚇信
v
口

吟

了

千

萬

句

、漸

炮
.殘

燈
一冷
昌香

獸
n信

悔

茫

茫

東

海

東
、生

晩

落

在
昌長

慶

後
嚇
一
吟

一
哭

天

欲
v明
、復

沾

前

涙

未
乾

袖
。

廉

夫

寓
昌大

阪
一日
、寄
副示

中

井

介

菴

客

中

雜

題

八

貢

竝

録
昌其

二
"云
、朱

雀

門

南

第

幾

街
、繽

紛

寶

蓋

逐
昌驕

翩
h纔

餘
昌小

屋
一餌
塵

及
嚇著
副得

幽

人
與

レ世

乖
、

烹
v茗

焚
v香

塗
薇

醉
n裁
v花

移
レ石

協
昌閑

懐
磽

窓

別

有
昌欣

然

處
n月

臼

霜

清

秋

滿
v階
、風

桐

落

盡

絡

緯

鳴
、小

圃

秋

光

分

外

清
、病

髪

經
v愁

易
戯種

種
肉閑

身

處
レ世

豈

營

營
、殘

棊

靜

室

留
γ僭

箕
、古

書

明

窓

與

v客
評
、偶

記

晩

來

看
v月

約
、掃
γ氈

移
y榻

近
昌南

榮
一叉

就

昌其

中
一截

凱取

好

句

一綴

成
唱二

縫
ハ風

趣

頗

似
v讀
己元

三
〇

惱
の
苦
み
を
截
斷
し
、之
を
咏
す
れ
ば

生
死
の
輪
を
解
脱

す
、ロ

に
信
せ

て
吟
じ
了

る
千
萬
句
、漸
く
殘
燈
を

焔
し
て
香
獸
冷
な

り
、信
に
悔
ゆ
茫
々
た
る
吏
海
の
東
に
、生
る
ゝ
晩

く

し

て
落
ち

て
長
慶
の
後
に
在
り
、
一
吟

一
哭
天
明
け
ん
と

欲

す
、復
沾
ほ

す

前
涙
の
未
だ
乾
か
ざ
る
袖
を
。」

廉
夫
、大
阪
に
寓
す
る

日
、中
井
介
菴
客
中
の
雜
題
八
首
を

寄
示

す
、茲
に
其
二
を
録
す
、云
A
朱
雀
門
の
南

第
幾
街
、繽
紛
た
る
寳
蓋

驕
駟
を
逐
ふ
、纔
に
小
屋
を

餘
し
て
塵

の
及
ぶ
無
く
、幽
人
を
著

け
得
て
世
と
乖
く
、茗
を
烹
香
を
焚
き

微
醉
を
逡
り
、花
を
栽
え

石
を
移
し
て
閑
懐

に
協
ふ
、曉
窓
別
に

欣
然
の
處
有
り
、月
白

く

霜
清
く
し
て
秋
、階
に
滿

つ
、風

桐
落
ち
蠱
く
し
て
絡
緯
鳴
き
,小

圃
の
秋
光
分
外
に
清
し
、病
髪
愁
を

經
て

種
々
な
り

易
く
、閑
身

世
に
處
し
て
豈
營

々
せ
ん
や
、殘
棊
靜
室
僣
を

留
め
て
算
し
、古

甕
明
窓
客
と
評
す
、偶
記
す
晩
來
月
を

看
る
の
約
、氈
を
掃

ひ
榻

を
移
し
て
南
榮

に
近
く
e
叉
其

の
中
に
就
て
好
句
を

截
取
し
、綴

り
て
二
絶
と
成
す
、風
趣
頗
る
元
詩
を

讀
む
に
似
た
り
、合
作

と

稱
す
る
に
足
る
、云
、『稍
覺
ふ
病
魑

の
輕

図
し
て
且
っ
便
な
る
を
.

好
し
閑
歩
を

將
て
閑
眠
に
代

ふ
、茶

を

裹

ん

で
時
に

清
泉
に



5絣

詩
寔

レ稱
戯合

作
h云
、稍

覺

病

疆

輕

且

便

好

將
"閑

歩

代
昌閑

眠

裹
v茶

時

就
"清

泉
一煎
、多

在

殘

篁

疎

梛

邊
嚇

臨

餘

墨

帖

四

三

行
、竹

逕

秋

寒

鳥

臥
レ霜
、偶

有
昌家

人

寄
γ書

到
{併

封

盈

尺

小

衣

箱
、介

菴

名

曾

弘
、字

伯

毅
、竹

山

先

生

之

男
、其

詩

不
v襲

家

法
n別

出
機

杼
n新

秀

細

潤

可
v喜

也
、廉

夫

云
、介

菴

夙

質

穎

異
、

一
夜

作
v賦

十

篇
、名

赫
昌
一
時
肖短

簡

尺

艚
、最

有
θ情

致
h然

生

卒

構
v思

甚

苦
、有
"時

或

嘔
昌心

血
n殆

死

者

數

次
、年

未
昌四

十
㌦竟

逝
。

廉

央

又

示
昌奠

陰

略

稿
n乃

竹

山

先

生

集

也
、充

實

有
γ餘
、風

趣

稍

乏
、蓋

不
"以
昌詩

人
一自

靂
上矣
、自

叙

有

云
、今

之

學
昌夫

詩
'者
、要

爲
ゴ其

可
ツ爲
、而

不
γ爲
昌其

不
卩

・可
v爲
、是
已
、叉

云
、居

士

從
v少

潛
"心

於

經

術
h以
鴾餘

力
励游
鬲於

詩

藝
一亦

雌

擒
昌事

之

鰹
肖蓮

以
8趣

之

眞
一而

　
　
　
　
　

竹

田
莊

詩

話

就
い
て
煮
る
.多
ぐ
は
殘
篁
疎
柳
の
邊
に
在
り
、臨
し

餘
す

墨
帖

四
三
行
、竹
逕
秋
塞
く
し
て
鳥
、霜
に
臥
す
、偶
、家
人
の
書
を

寄̀
ぜ

て
到
る
有

り
、併
せ

て
封
す
盈
尺
の
小
衣
箱
、』介
菴
、名
は
曾
弘
、

字
は
伯
毅
、竹
山
先
生

の
男
な

り
、其
の
詩
、家
法

を
襲

が
す
、別

に
機
杼
を
出
だ
す
、新
秀
細
潤
、喜
ぶ
可
き
な
つ
、廉
夫
云
ふ
、介
菴
、

夙
質
穎
異
な

り
、
一
夜
賦
を
作
る
十
篇
、名
∴

時

に
赫
す
、短
簡
尺

牘
、最
も
情
致
有
り
、然
ど
も
生
甼
思
を
樗
す

る

甚
だ
苦
し
、時
有

り
て
或
は
心
血
を
嘔
す
、殆
ど
死
せ
ん
と
す
る

こ
と

數
次
な

り
、

年
未
だ
四
十
な
ら
す
し
て
竟

に
逝
く
。

廉
夫
叉
奐
陰
略
稿
を

示
す
、乃
ち

竹
山
先
生
の

集
な
り
、充
實
餘

り
有
り
、風
趣
稍
乏
し
、蓋
、詩
人
を
以
て

自
ら
處
ら
す
、自
叙
に
云

へ
る
有
り
、今

の
夫

の
詩
を
學
ぶ
者
は
、要
す
る
に
其
爲
す

可
き

を
爲
し

て
、而
し
て
其
欝
す

司
か
ら
ざ
る
を

爲
さ
ざ
る
、是
れ
の

み
、又
云
ふ
、居
士
少
き
從
り
、心
を
經
術
に
漕
め
、餘
力
を

以
て
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

鼕
に
遊
ぶ
、亦
唯
事
の
實
を
攜
べ
、蓮
ら
す
に
趣

の
眞

を

以
て
し

て
止
む
、深
く
手
、人
の
牆
廡

に
怯
托
し
て
毒

眦
不
根
の
辭
を
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
}
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日

本

詩

話
叢

書

止
、深

恥
冒手

依
"托

人

牆

廡
一爲
中夸
眦

不

根

之

辭
上矣
、

今

誦
巽

言
一而

詩

可
v知

也
、姑

從
昌集

中
一探
鷁録

頗

能

婉

曲

考
嚇七

律
、燕

燕

雌

雄

吟

云
、雌

雄

燕

子

皇
}衣

齊
、雌

去

雄

來

各

啄
v泥
、雄

定
γ集

時

待
v雌

宿
.雌

生

γ卵
日

喚
v雄

啼
、新

兒

雌

哺

雄

相

助
、故

國

雄

歸

雌

不
v迷
、雄

子

明

年

率
v雌

後
、雌

雛

何

處

逐
v雄

栖

六

言
、山

家

云
、勵

倦

雲

間

藥

畦
、繙

餘

石

上

花

暦
、
一

聲

驚
γ夢

清

猿
宛

似
昌僊

翕

鐵

笛
ハ七

繦
、宮

怨

云
、清

鑾

搖
v夢

響

丁

丁
、錯

謂

君

王

向
v此

經
、不
v識

緑

陰

多
昌鬪

雀
嚇牡

丹

花

上

觸
昌金

鈴
{寒

塘

曲

云
、冬

日

野

塘

風

獵

獵
、蓮

房

菱

角

亂

參

差
、村

童

不
v厭

指

將

v墮
、冰
底

寒

魚

叉

得

時
、以

上

諸

作

自

具
昌唐

人

遺

響
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

す
を
恥
づ
、今
其
言
を
誦
し
て
、詩
、知
る
可
き

な
り
、姑
く
集
中
よ

り
頗
る
能
く
婉
曲

の
者
を

探
録
す
、七
律
、燕
燕
雌
雄
の
吟
に
云
、

「雌
雄
の
燕
子
葛
衣
齊
し
、雌
去
り

雄
來
り
て
各
泥
を
啄
む
.雄
」巣

を
定
る
時
雌
を
待
て
宿
し
、雌
、卵
を
生
す
る

日
雄
を

喚
ん
で

啼

く
、薪
兒
雌
哺
し
て
雄
相
助
け
、故
國
雄
歸
て
雌

迷

は
す
、雄
子
明

年
雌
を
率
い
て
後
、雌
雛
何
の
處
に
か
雄
を

逐

ふ

て
栖
ま
ん
、」六

言
、山
家
に
云
ふ
、冖勵
り
倦
む
雲
間
の
藥
畦
、繙
き

餘
ま
す
石
上

の

花
暦
、
一
聲
、夢
を
驚
か
す
清
猿
、宛
も
む
翕
の
鐵
笛
に
似
た
り
、」七

繕
、宮
怨
に
云
、清
鑾
夢
を
搖
か
し
て
響
丁
々
、錯

り
て
謂
ふ
君
王

此
に
向

つ
て
經

す
、識
ら
す
緑
陰
鬪
雀
多
し
、牡
丹
花
上
金
鈴

に

觸
る
、」寒
塘

の
曲
に
云
↓
冬
日
野
塘
風
獵

々
、蓮
房
菱
角
亂
れ
て
參

茅
、村
童
厭
は
す
指
の
將
さ
に
墮
ち

ん

と

す
る
を
、冰
底
の
塞
魚

叉
し
得
る
時
、し以
上
の
諸
作
は
、自
ら
唐
人
の
遺

響
を
具
す
。

夏

日

飮

・水
、冬

臼

飮

〃湯
、古

人

生

活

大

是

簡

便
、後

・　

夏
日
は
水
を
飮
み
、冬
日
は
湯
を

飮
む
、古
人
の

生
活
大
に
是
れ
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入

狡

黙
、代
レ湯

以
い茶
、逾

生
昌紛

耘
h雖
錻滌
レ煩

驅
v睡

實

策
昌其

勳
嚇然

不
v如
匹胸

中

清

虚

無
L

物

之

可
娼蕩

滌
r

也
、爾

寐

無
v覺
、最

爲
昌吾

輩

妙

案
h叉

奚

用
昌驅

逐
爲

]

予

也

生

晩
、五

内

既

爲
ヨ茶

氣

所
目浸

染
n
一
旦

不
v能
ヨ

遽

然

出
昌離

苦

昧

郷

中
嚇故

茶

法

亦

不
レ可
〃不
〃講

也
"

近

詞

人

韻

士

專

崇
昌煎

茶
嚇不
レ喜
昌點

茶
叫然

陸

勿

之

所
仏傳
、盧

全

之

所
γ咏
、唐

宋

詩

賦

所
『稱
、緑

塵

玉

雪

乳

花

霞

脚
、及

其

脚

工

妙

用
、成

謂
昌點

茶
"也
、親

試
爲

撃

拂
n而

後

始

見
5古

人

措
μ辭

醴
v物

之

精
'矣
。

簡
便
な
り
、後
人
狡
黠
、湯
に
代
ふ
る
に
茶
を

以
て
し
、逾
に
紛
紜

を
生
す
.煩

を
滌
ひ

睡
を
驅
り
、實
に
其
勳
を
策
す
と
雖
、然
も
胸

-中
清
虚
、
叫
物
の
蕩
滌
す

可
き

無
に
は

如
か
ざ
る
な
り
、徇
く
ば

寐
ね
覺
む
る
こ
と
無
き
、最
も
吾
輩
の
妙
案
と

爲
す
.又
奚
ぞ

驅

逐
を
用
ふ
る
を
爲
ん
。

予
や
生
る
ゝ
晩
し
、五
内
既
に
茶
氣
に
浸
染

せ
ら
る
、
一
旦
・遽
然

と
し
て
苦
味
郷
申
を
出
離
す
る
こ
と
能
は
す
、故
に
茶
法
も
亦
講

ぜ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。　
　
　
　
　
　

　
,

近
ご
ろ
詞
人
韻
士
專
ら

煎
茶
を
崇
ぴ
、點
茶
を

喜
ぱ
す
、然
ど
も

陸
翅
の
傅
ふ
る
所
、盧
仝

の
咏
す
る
所
、唐
宋
詩
賦
の
稱
す
る
所
・

緑
塵
玉
雪
.乳
雇
霞
脚
、及
び

其
神
工
妙
用
は
、成
な
點
茶
を

謂
ふ

な
り
.親
ら
撃
拂
を
試
み
て
、而
し
て
後
ち
始
め

て
古
人
の
辭

を

措
き
物
を
體
す
る
の
精
を
見
る
。
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話

一二
三



一

日

本

詩

話

叢

書

.
三
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